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Thu. Sep 19, 2019

第I会場

口頭発表 | 1. 栄養・飼養

栄養・飼養
座長:熊谷 元(京大院農)、嶝野 英子(農研機構東北農研)、河合 正人

(北大FSC)
9:30 AM - 11:30 AM  第I会場 (ぽらんホール(8番講義室）)

グラスおよびコーンサイレージ繊維のルーメン内

消化速度を入力した飼料設計の予測乳量と実測乳

量の比較

*福田 勇之助1、川上 美季1、多田 佳那子1、福地 修平
1、松崎 なつみ1、溝口 萌乃1、田中 常喜2、川越 大樹
3、泉 賢一1 （1. 酪農大農食環境、2. 道総研畜試、3.

雪印種苗）

 9:30 AM -  9:40 AM

[I-19-01]

木材クラフトパルプの粗飼料置き換えが泌乳牛の

ルーメン液性状および乳生産に及ぼす影響

*西村 慶子1、新倉 宏2、水口 人史3、佐藤 繁3、寺田 文典
4、櫛引 史郎5 （1. 宮崎畜試、2. 日本製紙、3. 岩手大

農、4. 東北大院農、5. 農研機構畜産部門）

 9:40 AM -  9:50 AM

[I-19-02]

低脂肪トウモロコシ蒸留粕の給与および暑熱環境

が乳牛のメタン産生量に及ぼす影響

*淺倉 千晶1、林 夏帆1、杉野 利久1、小櫃 剛人1 （1. 広島

大院統合生命）

 9:50 AM - 10:00 AM

[I-19-03]

低脂肪トウモロコシ蒸留粕の給与が乳生産成績と

乳腺組織のアミノ酸取り込みに及ぼす影響

*林 夏帆1、淺倉 千晶1、杉野 利久1、小櫃 剛人1 （1. 広島

大院統合生命）

10:00 AM - 10:10 AM

[I-19-04]

ウマ唾液由来微生物の探索と宿主への影響の検討

古倉 あゆみ1、本田 洋之1、*西村 順子1,2 （1. 八工大

工、2. 福島大食農）

10:10 AM - 10:20 AM

[I-19-05]

高蛋白質食品加工残渣（ヒマワリ粕、酒

粕、ビール酵母）のインビトロ消化・発酵特性

*劉 春艶1、角 英樹1、浅野 早苗1、梶川 博1、高橋 慶2

（1. 日大生資科、2. 環境テクシス）

10:20 AM - 10:30 AM

[I-19-06]

柚子果皮および食用カンナ地上部の給与が褐毛和

種高知系の肥育に及ぼす影響

*大橋 哲哉1、竹中 由布1、浦部 光治1、竹村 泰雄1、松川

和嗣1 （1. 高知大農）

10:30 AM - 10:40 AM

[I-19-07]

ホルスタイン種における給与飼料の違いによる第

一胃と第二胃の pHおよび発酵産物の違いの検討

*大和田 尚1、岡田 浩尚2、平野 和夫1、武本 智嗣1、新井

鐘蔵3 （1. 全農飼中研　、2. 産総研、3. 農研機構動物衛

生部門）

10:40 AM - 10:50 AM

[I-19-08]

黒毛和種牛の肥育時期による第一胃液 pH、発酵産

物および細菌叢構成の変化

*石塚 直樹1、牧野 博生1、Kim Yohan1、岩本 英治2、正

木 達規2、生田 健太郎3、一條 俊浩1、佐藤 繁1 （1. 岩手

大農　、2. 兵庫農技総セ、3. 兵庫淡路農技セ）

10:50 AM - 11:00 AM

[I-19-09]

乳牛の分娩後における負のエネルギーバランスと

血中 MDA、 GPxおよび PAO値の変化

*小材 怜子1、杉野 利久2、川嶋 賢二3、沖村 朋子4、櫛引

史郎5、一條 俊浩1、佐藤 繁1 （1. 岩手大学共同獣医・産

業動物内科、2. 広島大院統合生命・家畜飼養学、3. 千葉

畜総研、4. 富山畜研、5. 農研機構畜産部門）

11:00 AM - 11:10 AM

[I-19-10]

亜急性第一胃アシドーシス牛の分娩前後における

肝組織中遺伝子発現の変化

*千葉 恵樹1、Kim Yohan1、杉野 利久2、川嶋 賢二3、沖

村 朋子4、櫛引 史郎5、木崎 景一郎1、佐藤 繁1 （1. 岩手

大農獣、2. 広大院統合生命、3. 千葉畜総研、4. 富山畜

研、5. 農研機構畜産部門）

11:10 AM - 11:20 AM

[I-19-11]

ホルスタイン種乳牛と黒毛和種肥育牛における第

一胃液細菌叢構成の比較

*堀中 あさひ1、Kim Yohan1、杉野 利久2、川嶋 賢二
3、岩本 英治4、正木 達規4、一條 俊浩1、佐藤 繁1 （1.

岩手大農獣・産業動物内科、2. 広島大院統合生命、3.

千葉畜総研、4. 兵庫農技総セ）

11:20 AM - 11:30 AM

[I-19-12]

第II会場

口頭発表 | 5. 畜産物利用

畜産物利用
座長:水野谷 航(麻布大獣)、北澤 春樹(東北大院農)
9:30 AM - 10:50 AM  第II会場 (７番講義室)

接触型電極を用いたインピーダンス測定による黒

毛和種8筋肉の脂肪酸組成の推定

*渡辺 亮平1、米内 美晴3、鎌田 丈弘4、横田 朋佳2、石松

朝輝2、村元 隆行2 （1. 岩手大院総合科学 、2. 岩手大

農、3. 農研機構東北農研、4. 青森畜研）

 9:30 AM -  9:40 AM

[II-19-01]
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流通時の豚背脂肪の硬さをと畜直後に予測するた

めの非破壊評価法の検討

*本山 三知代1、渡邊 源哉1、中島 郁世1、佐々木 啓介1

（1. 農研機構畜産部門）

 9:40 AM -  9:50 AM

[II-19-02]

マイクロ波熟成促進装置でウェットエイジングを

行った牛リブロースの品質特性

*山代 佳孝1、香川 英二2、國井 勝之2、曽我 博文2、三上

奈々1、韓 圭鎬1、福島 道広1、島田 謙一郎1 （1. 帯畜

大、2. 四国計測工業）

 9:50 AM - 10:00 AM

[II-19-03]

The effect of wet-aging periods on texture and

protein of Ibaraki wagyu beef with different

BMS.

*鬼澤 大海1、田中 宙生1、中安 健輔2、谷島 直樹2、小川

恭喜1、宮口 右二1 （1. 茨城大農、2. 茨城畜セ）

10:00 AM - 10:10 AM

[II-19-04]

Lactobacillus gasseriが生産するガセリシン Sの抗

菌性は指標菌の生育フェーズに影響される

*春日 元気1、長嶋 曜1、原田 悠暉1、内藤 豪1、増田

哲也1、川井 泰1 （1. 日大院生資科）

10:10 AM - 10:20 AM

[II-19-05]

乳酸菌オリゴ DNAを有効成分とする経口用微粒子

がもたらす急性大腸炎の予防効果

*重盛 駿1、荻田 佑1、下里 剛士1 （1. 信州大バイオメ

ディカル研）

10:20 AM - 10:30 AM

[II-19-06]

Investigation of a new production factor for

gassericin T, the class Ⅱ b bacteriocin

produced by Lactobacillus gasseri LA158.

*長嶋 曜1、安久 恭子2、五十嵐 愛恵2、脇本 彩加1、内藤

豪1、原田 悠暉1、春日 元気1、増田 哲也1、川井 泰1

（1. 日大院生資科、2. 日大生資科）

10:30 AM - 10:40 AM

[II-19-07]

Lactobacillus helveticusの長期摂取がマウスの不

安様行動に及ぼす影響

*足立 華織1、丸井 萌子1、林 利哉1、長澤 麻央1 （1.

名城大院農）

10:40 AM - 10:50 AM

[II-19-08]

第III会場

口頭発表 | 2. 遺伝・育種

遺伝・育種
座長:佐々木 修(農研機構畜産部門)、美川 智(農研機構畜産部門)
9:30 AM - 10:50 AM  第III会場 (2番講義室)

豚の生存産子数改良のための産肉形質および体型

形質の利用可能性

*小川 伸一郎1、大西 知佳2、石井 和雄3、上本 吉伸
1、佐藤 正寛1 （1. 東北大院農、2. 家畜改良セ宮崎、3.

農研機構畜産部門）

 9:30 AM -  9:40 AM

[III-19-01]

ニワトリの従順性行動における品種差および性差

諸井 沙紀1、西村 健志2、今井 菜々1、國重 享子3、佐藤

駿3、*後藤 達彦1,4 （1. 帯畜大畜産、2. 帯畜大院、3.

道総研、4. 帯畜大GAMRC）

 9:40 AM -  9:50 AM

[III-19-02]

豚の発育において累積気温が１日平均増体重に与

える影響

*原 ひと美1、小川 伸一郎1、大西 知佳2、石井 和雄
3、上本 吉伸1、佐藤 正寛1 （1. 東北大院農、2. 家畜改

良セ宮崎、3. 農研機構畜産部門）

 9:50 AM - 10:00 AM

[III-19-03]

抗菌性ペプチドを指標としたブタマイコプラズマ

性肺炎抵抗性育種の可能性

*一関 可純1、上本 吉伸1、陸 拾七2、門脇 宏3、柴田

千尋3、鈴木 英作3、小川 伸一郎1、鈴木 啓一1、佐藤

正寛1 （1. 東北大院農、2. 理研、3. 宮城県試）

10:00 AM - 10:10 AM

[III-19-04]

Global transcriptome analysis of pig induced

pluripotent stem cells derived from six and four

reprogramming factors

*福田 智一1、土井 浩二2、小林 久人3、安江 博2 （1.

岩手大理工、2. つくば遺伝子研、3. 奈良県医大）

10:10 AM - 10:20 AM

[III-19-05]

牛白血病ウイルス感染率低減のための検査実施状

況

*朝治 桜子1、奥平 裕子1、桝屋 安里1、浅見 啓子1、安

藤 麻子1、間 陽子2、猪子 英俊1 （1. ジェノダイブ

ファーマ、2. 理研）

10:20 AM - 10:30 AM

[III-19-06]

国内水族館のイルカにおける個体識別および親子

判定用マイクロサテライトマーカーセットの構築

*伊藤 智仁1、塗本 雅信1、北 夕紀2、戸田 昌平1、若林

郁夫3、勝俣 浩4,5 （1. 家畜改良事業団、2. 東海大生

物、3. 鳥羽水族館、4. 鴨川シーワールド、5. 日本動物

園水族館協会）

10:30 AM - 10:40 AM

[III-19-07]

黒毛和種における未使用 SNPアレイデータの活用

*佐々木 慎二1、村木 英二2、井上 喜信4、末澤 遼平
3、荷川取 秀樹3、吉田 裕一5、成相 翔太6、秀島 遼哉
6、森脇 俊輔6、中島 亮太朗7、内山 勝雄8、吉成 加奈子

[III-19-08]
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8、竹田 将悠規8、小島 孝敏8 （1. 琉球大農、2. 岐阜畜

研、3. 沖縄畜技セ、4. 鳥取畜試、5. 兵庫農技総セ、6.

島根畜技セ、7. 鹿児島肉改研、8. 家畜改良セ）

10:40 AM - 10:50 AM

第IV会場

口頭発表 | 6. 管理・環境

管理・環境
座長:竹田 謙一(信州大)、長谷川 輝明(千葉県畜産総合研究セ)、青山

真人 (宇大農)
9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場 (４番講義室)

大群飼育豚舎におけるオートソーティングシステ

ムへの肥育豚導入柵の形状の比較

*家入 誠二1、馬場 奏志1、坂本 信介1、川島 知之1 （1.

宮崎大農）

 9:30 AM -  9:40 AM

[IV-19-01]

増体管理システムで飼養管理されている肥育豚の

摂食行動

*青山 真人1、布川 祐太1、笹木 俊2 （1. 宇大農、2.

栃木畜酪研セ）

 9:40 AM -  9:50 AM

[IV-19-02]

画像情報を用いた黒毛和牛種の乗駕行動の検知に

関する検討

*川野 百合子1、河田 宗士1、　沖本 祐典1、中野 鐵兵
1,2、赤羽 誠1,2、近藤 育海3、山崎 稜汰3、日下 裕美
3、坂口 実3、小川 哲司1 （1. 早大理工、2. 知能フ

レームワーク研、3. 北里大獣）

 9:50 AM - 10:00 AM

[IV-19-03]

連続的に測定されたホルスタイン心電図データの

解析

*田島 淳史1,2、森山 雄斗1、岩根 栄司3、東谷 淳児4、山

本 倫成2、秋葉 よしえ2、本間 毅2、浅野 敦之1,2 （1.

筑波大生命環境、2. 筑波大・T-PIRC農場、3. emka

TECHNOLOGIES 、4. テービック）

10:00 AM - 10:10 AM

[IV-19-04]

密閉縦型堆肥化装置で処理された豚ぷんの堆肥化

および肥料調製過程における臭気成分の変動

*小島 陽一郎1、松岡 英紀2、浅野 智孝2、見城 孝志
2、中久保 亮3、石田 三佳3 （1. 農研機構中央農研、2.

朝日工業、3. 農研機構畜産部門）

10:10 AM - 10:20 AM

[IV-19-05]

畜産農場から離れた場所における臭気モニタリン

グ手法の検討

*高柳 晃治1、齋藤 憲夫2、岩渕 守男3 （1. 栃木畜酪研

セ、2. 栃木県芳賀農業振興事務所、3. 栃木県農業大学

校）

[IV-19-06]

10:20 AM - 10:30 AM

飼料タンパク質の給与水準の違いが泌乳牛のふん

尿貯留中の温室効果ガス発生に及ぼす効果

*野中 最子1、大谷 文博1、樋口 浩二1、長田 隆1、春野

篤2、坂元 康晃2、藤條 武司2 （1. 農研機構畜産部

門、2. 味の素）

10:30 AM - 10:40 AM

[IV-19-07]

バイオガス中の硫化水素を酸化する細菌について

*岡本 英竜1、小島 栄美1 （1. 酪農大農食環境）

10:40 AM - 10:50 AM

[IV-19-08]

サシバエ天敵寄生蜂の国内初発見とその意義

*松尾 和典1 （1. 九大院比文）

10:50 AM - 11:00 AM

[IV-19-09]

泌乳牛への乳房炎ワクチン投与による乳汁中生菌

数および体細胞数の推移

*北野 菜奈1、網本 光希2、栗木 健3、江口 佳子4、高橋

俊彦1 （1. 酪農大、2. 広島大、3. 共立製薬、4. 共立製

薬現（現：イプラ・ジャパン合同会社））

11:00 AM - 11:10 AM

[IV-19-10]

肥育豚に対する投薬治療を伴う異常事態を早期に

予測するための指標の探査

*佐々木 羊介1、松尾 崚平1、末吉 益雄1 （1. 宮崎大農）

11:10 AM - 11:20 AM

[IV-19-11]

アメリカミズアブの幼虫による家庭系食品廃棄物

の処理及び残渣の肥料的価値について

*川崎 稔弥1、川﨑 淨教1、松本 由樹1、矢野 公伸1 （1.

香川大農）

11:20 AM - 11:30 AM

[IV-19-12]

第V会場

口頭発表 | 4. 形態・生理

形態・生理
座長:本田 和久(神戸大院農)、奈良 英利(石巻専修大)、村井 篤嗣

(名大院生命農)
9:30 AM - 11:10 AM  第V会場 (６番講義室)

ウシのルーメン上皮組織における未分化細胞群の

探索

*水谷 吏絵1 （1. 北大院農）

 9:30 AM -  9:40 AM

[V-19-01]

離乳直後の腸内の免疫・微生物環境形成に及ぼす

パイエル板の役割

*新實 香奈枝1、宇佐美 克紀1、古川 睦実1、馬場 柚里
1、山内 清哉1、渡邊 康一1、麻生 久1、野地 智法1 （1.

東北大院農）

 9:40 AM -  9:50 AM

[V-19-02]

マウス腸管組織におけるエンドサイトーシス関連[V-19-03]
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タンパク質遺伝子の発現

*安藤 真由美1、相澤 修1、山室 裕1 （1. 日大院生資科）

 9:50 AM - 10:00 AM

カーフスターターへのクラフトパルプ配合が子牛

のグルカゴン様ペプチド2分泌に及ぼす影響

*稲生 雄大1、黒須 一博2、安川 結夏子3、蓮沼 俊哉4、飯

島 乃莉美5、布野 秀忠6、西村 慶子7、櫛引 史郎8、川嶋

賢二9、小櫃 剛人1、杉野 利久1 （1. 広島大院生物圏、2.

日本製紙総合研、3. 埼玉農技研、4. 富山畜研、5. 山梨

酪技セ、6. 島根畜技セ、7. 宮崎畜試、8. 農研機構畜産

部門、9. 千葉畜総研）

10:00 AM - 10:10 AM

[V-19-04]

マウスの系統間における筋幹細胞の機能的不均一

性の検証

*鈴木 貴弘1、西 百合子1、有松 里央1、小林 謙1、西邑

隆徳1 （1. 北大院農）

10:10 AM - 10:20 AM

[V-19-05]

筋線維型間で DNAメチル化率の異なる遺伝子群の

遺伝子オントロジー解析

*大江 美香1、尾嶋 孝一1、室谷 進1 （1. 農研機構畜産部

門）

10:20 AM - 10:30 AM

[V-19-06]

放牧飼養する日本短角種の大腿二頭筋における筋

線維内脂肪滴蓄積関連因子の検索

*野原 香菜1、小笠原 英毅1、田中 南帆1、高橋 辰行1、黒

瀬 陽平1、寳示戸 雅之1 （1. 北里大獣）

10:30 AM - 10:40 AM

[V-19-07]

青色照明の半日点灯がブロイラーの摂食量及び間

脳・肝臓・骨格筋における種々の遺伝子発現に及

ぼす影響

*本田 和久1、平本 大地1、近藤 真1、實安 隆興1、上曽山

博1 （1. 神戸大院農）

10:40 AM - 10:50 AM

[V-19-08]

自然日長シミュレーションを用いた情動行動や遺

伝子発現の季節変動解析

*柴田 健児1、古瀬 充宏1、安尾 しのぶ1、大坪 駿1、谷口

栄望1、服部 歩実1 （1. 九大院生資環）

10:50 AM - 11:00 AM

[V-19-09]

鶏の暑熱環境下における行動および体温変化の系

統間比較

*大内 義光1、廣田 高至1、網本 光希1、豊後 貴嗣1 （1.

広島大院統合生命）

11:00 AM - 11:10 AM

[V-19-10]
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口頭発表 | 1. 栄養・飼養

栄養・飼養
座長:熊谷 元(京大院農)、嶝野 英子(農研機構東北農研)、河合 正人(北大FSC)
Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第I会場 (ぽらんホール(8番講義室）)

I-19-01～I-19-04：熊谷 元 

I-19-05～I-19-08：嶝野 英子 

I-19-09～I-19-12：河合 正人
 

 
グラスおよびコーンサイレージ繊維のルーメン内消化速度を入力した飼料設
計の予測乳量と実測乳量の比較 
*福田 勇之助1、川上 美季1、多田 佳那子1、福地 修平1、松崎 なつみ1、溝口 萌乃1、田中 常喜2、川越

大樹3、泉 賢一1 （1. 酪農大農食環境、2. 道総研畜試、3. 雪印種苗） 

 9:30 AM -  9:40 AM   

木材クラフトパルプの粗飼料置き換えが泌乳牛のルーメン液性状および乳生
産に及ぼす影響 
*西村 慶子1、新倉 宏2、水口 人史3、佐藤 繁3、寺田 文典4、櫛引 史郎5 （1. 宮崎畜試、2. 日本製

紙、3. 岩手大農、4. 東北大院農、5. 農研機構畜産部門） 

 9:40 AM -  9:50 AM   

低脂肪トウモロコシ蒸留粕の給与および暑熱環境が乳牛のメタン産生量に及
ぼす影響 
*淺倉 千晶1、林 夏帆1、杉野 利久1、小櫃 剛人1 （1. 広島大院統合生命） 

 9:50 AM - 10:00 AM   

低脂肪トウモロコシ蒸留粕の給与が乳生産成績と乳腺組織のアミノ酸取り込
みに及ぼす影響 
*林 夏帆1、淺倉 千晶1、杉野 利久1、小櫃 剛人1 （1. 広島大院統合生命） 

10:00 AM - 10:10 AM   

ウマ唾液由来微生物の探索と宿主への影響の検討 
古倉 あゆみ1、本田 洋之1、*西村 順子1,2 （1. 八工大工、2. 福島大食農） 

10:10 AM - 10:20 AM   

高蛋白質食品加工残渣（ヒマワリ粕、酒粕、ビール酵母）のインビトロ消
化・発酵特性 
*劉 春艶1、角 英樹1、浅野 早苗1、梶川 博1、高橋 慶2 （1. 日大生資科、2. 環境テクシス） 

10:20 AM - 10:30 AM   

柚子果皮および食用カンナ地上部の給与が褐毛和種高知系の肥育に及ぼす影
響 
*大橋 哲哉1、竹中 由布1、浦部 光治1、竹村 泰雄1、松川 和嗣1 （1. 高知大農） 

10:30 AM - 10:40 AM   

ホルスタイン種における給与飼料の違いによる第一胃と第二胃の pHおよび発
酵産物の違いの検討 
*大和田 尚1、岡田 浩尚2、平野 和夫1、武本 智嗣1、新井 鐘蔵3 （1. 全農飼中研　、2. 産総研、3. 農

研機構動物衛生部門） 

10:40 AM - 10:50 AM   

黒毛和種牛の肥育時期による第一胃液 pH、発酵産物および細菌叢構成の変化 
*石塚 直樹1、牧野 博生1、Kim Yohan1、岩本 英治2、正木 達規2、生田 健太郎3、一條 俊浩1、佐藤 繁
1 （1. 岩手大農　、2. 兵庫農技総セ、3. 兵庫淡路農技セ） 
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10:50 AM - 11:00 AM   

乳牛の分娩後における負のエネルギーバランスと血中 MDA、 GPxおよび
PAO値の変化 
*小材 怜子1、杉野 利久2、川嶋 賢二3、沖村 朋子4、櫛引 史郎5、一條 俊浩1、佐藤 繁1 （1. 岩手大学

共同獣医・産業動物内科、2. 広島大院統合生命・家畜飼養学、3. 千葉畜総研、4. 富山畜研、5. 農研

機構畜産部門） 

11:00 AM - 11:10 AM   

亜急性第一胃アシドーシス牛の分娩前後における肝組織中遺伝子発現の変化 
*千葉 恵樹1、Kim Yohan1、杉野 利久2、川嶋 賢二3、沖村 朋子4、櫛引 史郎5、木崎 景一郎1、佐藤 繁
1 （1. 岩手大農獣、2. 広大院統合生命、3. 千葉畜総研、4. 富山畜研、5. 農研機構畜産部門） 

11:10 AM - 11:20 AM   

ホルスタイン種乳牛と黒毛和種肥育牛における第一胃液細菌叢構成の比較 
*堀中 あさひ1、Kim Yohan1、杉野 利久2、川嶋 賢二3、岩本 英治4、正木 達規4、一條 俊浩1、佐藤 繁
1 （1. 岩手大農獣・産業動物内科、2. 広島大院統合生命、3. 千葉畜総研、4. 兵庫農技総セ） 

11:20 AM - 11:30 AM   
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9:30 AM - 9:40 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第I会場)

グラスおよびコーンサイレージ繊維のルーメン内消化速度を入力

した飼料設計の予測乳量と実測乳量の比較
*福田 勇之助1、川上 美季1、多田 佳那子1、福地 修平1、松崎 なつみ1、溝口 萌乃1、田中 常喜2、川越 大樹3、泉

賢一1 （1. 酪農大農食環境、2. 道総研畜試、3. 雪印種苗）

 
【目的】 NDFのルーメン内消化速度（ kd）は，飼料設計の乳量予測に影響する項目で，インビトロ NDF消化率

(ivNDFD)を用いて算出される．本研究では直接分析か NIRを用いて間接推定した ivNDFDを用いて，グラス（

GS）およびコーンサイレージ（ CS） NDFの kdを算出し，飼料設計ソフトに入力することで，乳生産の予測精度

が向上するか検討した．【方法】酪農大牛群（33頭）を対象に， GSと CSを粗飼料源とした TMRを供試した．試

験期（12日間）を2期設け，１期は飼料乾物中で GS21.2%， CS33.0%，2期は同34.1%，7.7%の TMRを用い

た． kdは GSでは飼料設計に登録された初期値，直接分析値および間接推定値を， CSは初期値と直接値を用い

た．これにより，一つの飼料設計に対して6通りの kdの組合せと予測乳量が得られた．【結果】1期の実測乳量は

26.8kg/dであり，2期は26.4kg/dであった．1期で予測乳量が実測乳量に最も近かったのは， CSの kdを初期値，

GSでは直接値および間接値を入力した27.2kg/dであった．2期では CSを初期値， GSに間接値を入力した

26.5kg/dであった．どちらの試験期も， GSおよび CSが初期値だと予測乳量が実測乳量を上回った（1期

+2.0kg，2期+2.6kg）．また， GSと CSの kdを両方入力すると，予測乳量は実測乳量を下回る傾向にあった．

 
 

9:40 AM - 9:50 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第I会場)

木材クラフトパルプの粗飼料置き換えが泌乳牛のルーメン液性状

および乳生産に及ぼす影響
*西村 慶子1、新倉 宏2、水口 人史3、佐藤 繁3、寺田 文典4、櫛引 史郎5 （1. 宮崎畜試、2. 日本製紙、3. 岩手大

農、4. 東北大院農、5. 農研機構畜産部門）

 
【目的】木材クラフトパルプ（ KP）は，濃厚飼料と同等な TDN含量を有するとともに， NDF含量は95%以上で

あることから繊維質の飼料としても有望であると考えられる．そこで，粗飼料の一部を KPに置き換えた発酵

TMRを泌乳牛に給与し，ルーメン液性状ならびに乳生産に及ぼす影響を検討した．【材料と方法】ホルスタイン

種泌乳牛4頭を供試した1期21日間とするクロスオーバー法による飼養試験を2回行った．給与飼料は KPを含まな

い発酵 TMR（対照飼料）と，対照飼料中の粗飼料の一部を KPに置き換えた発酵 TMR（ KP飼料）を用い

た．ルーメン pHは学術研究用に試作した無線伝送式 pHセンサーを用いて測定し，ルーメン液は給与後4時間に経

口採取した．【結果】ルーメン pHは，1日を通して対照飼料よりも KP飼料で低く推移した（ P<0.01）．総

VFA含量は対照飼料よりも KP飼料で高く（ P<0.05）， KP飼料で酢酸含量（ P<0.05）とプロピオン酸含量（

P<0.1）が増加した．乳量は両区に違いはみられず，乳糖率および無脂固形率は対照飼料よりも KP飼料で高まる

傾向を示したが，その他の成分に差はみられなかった．以上より，粗飼料の一部を木材クラフトパルプに置き換

えるとルーメン内の VFA産生量が増加するものの乳生産への影響はみられないことが示された．

 
 

9:50 AM - 10:00 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第I会場)

低脂肪トウモロコシ蒸留粕の給与および暑熱環境が乳牛のメタン

産生量に及ぼす影響
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*淺倉 千晶1、林 夏帆1、杉野 利久1、小櫃 剛人1 （1. 広島大院統合生命）

 
【目的】粗脂肪および反芻胃内非分解性タンパク質含量の高いトウモロコシ蒸留粕(DDGS)の給与は乳牛のメタン

産生量を低下させることが報告されている．本研究では，低脂肪 DDGS給与によるメタン産生量への影響を調べ

るとともに，試験期間中での気温変化に伴う影響についても検討した．【方法】搾乳ロボットを設置したフ

リーストール牛舎において泌乳牛6頭を供試し，6月末から1期2週間の反復3×3ラテン方格法により試験を

行った．対照区に対し， TMR中のビートパルプ(9%)と大豆粕(7%)の代わりに12%の低脂肪 DDGS製品(Novita

Nutrition社製)を配合する DDGS区を設けた．また対照区の大豆粕を加熱大豆粕に代替する HSBM区も設けた．各

期末5日間に，スポット法によって搾乳時の呼気を採取し，呼気中のメタンと二酸化炭素の濃度比および乳量と体

重を推定式にあてはめ，1日あたりのメタン産生量を求めた．また各期末にルーメン液を経口採取した．【結

果】乳量，乾物摂取量(DMI)，メタン産生量には飼料区間での違いはなかった．ルーメン液中の総 VFA濃度は

DDGS区で低かったが， VFA組成には飼料区間での違いはなかった．試験期間中，1期から2期目に牛舎内平均気

温が25℃から30℃に上昇したのに伴い， DMIと乳量が低下したが，1日あたりのメタン産生量は変化せず，

DMIあたりのメタン産生量が増加した．

 
 

10:00 AM - 10:10 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第I会場)

低脂肪トウモロコシ蒸留粕の給与が乳生産成績と乳腺組織のアミ

ノ酸取り込みに及ぼす影響
*林 夏帆1、淺倉 千晶1、杉野 利久1、小櫃 剛人1 （1. 広島大院統合生命）

 
【目的】高脂肪含量のトウモロコシ蒸留粕(DDGS)をさらに加工処理した低脂肪 DDGSは，可消化繊維と反芻胃内

非分解性タンパク質含量の高い飼料原料とされている．本試験では混合飼料中の大豆粕およびビートパルプと代

替することで，低脂肪 DDGS給与が乳生産成績と乳腺組織でのアミノ酸利用に及ぼす影響について検討し

た．【方法】搾乳ロボットを有するフリーストール牛舎で飼養するホルスタイン種泌乳牛6頭を用い，1期14日間

とする反復3×3ラテン方格法による飼養試験を実施した．混合飼料中に大豆粕とビートパルプを配合した対照

区，加熱大豆粕とビートパルプを配合した HSBM区，それらの代替として低脂肪 DDGS製品(Novita

Nutrition社)を配合した DDGS区の3区を設けた．各期末に乾物摂取量，乳生産成績ならびに尾動脈および乳房静

脈血漿中の代謝物と遊離アミノ酸の濃度を測定した．【結果】乾物摂取量，乳量，乳成分および血漿代謝物濃度

には試験区による違いはなかった． DDGS区では対照区に比べ動脈血漿のロイシン濃度が高く，メチオニン濃度

も高い傾向を示した．血漿アミノ酸の乳腺組織での取り込み率において， DDGS区では他の区に比べ，リジ

ン，フェニルアラニンおよび総必須アミノ酸で低値を示した．これらのことから，今回用いた低脂肪 DDGS製品

の給与は必須アミノ酸の乳腺組織への供給量を高めることが示唆された．

 
 

10:10 AM - 10:20 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第I会場)

ウマ唾液由来微生物の探索と宿主への影響の検討
古倉 あゆみ1、本田 洋之1、*西村 順子1,2 （1. 八工大工、2. 福島大食農）

 
【目的】現在の畜産学研究の対象家畜はウシ，ブタ，トリであり，ウマに関する研究は希少である．本実験では

ウマの消化・代謝における微生物の役割を理解するために，消化管の入り口である口腔に着目し，唾液由来の微

生物を探索して，宿主に対する影響を検討した．【方法】ウマ（道産子）由来の唾液を段階希釈後，羊血液寒天

培地に塗抹して37℃，24時間で好気培養し，出現コロニーを16s rDNA解析により菌種を同定した．その中から

1菌株を選出し，その各種酵素活性と抗菌活性を測定した．【結果・考察】羊血液寒天培地に生育した特徴的な
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8コロニーを釣菌した．16S rDNA解析の結果，２菌株が菌種名まで同定でき， No. 2はBacillus aryabhattai，
No. 8はExiguobacterium artemiaeであった．Bacillus属細菌はプロバイオティクスの代表菌の1つであることか

ら，以後の実験は No. 2を用いて進めた．その結果，主に部分的なリン酸分解，脂質分解ならびに糖質分解に関与

していることが判明し，またLactobacillus bulgaricus, L. brevis, L. plantarum, B. subtilis,Streptococcus mutans
への抗菌効果を示さなかったことから，本菌株はウマの消化管内で他の微生物と共生関係を構築し，ウマの消化

に貢献していると考えられた．

 
 

10:20 AM - 10:30 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第I会場)

高蛋白質食品加工残渣（ヒマワリ粕、酒粕、ビール酵母）のイン

ビトロ消化・発酵特性
*劉 春艶1、角 英樹1、浅野 早苗1、梶川 博1、高橋 慶2 （1. 日大生資科、2. 環境テクシス）

 
【目的】食品産業から発生する加工残渣は蛋白質含量が高いものが多く，また消化管内におけるその分解・発酵

性も多様なものが多い．本研究ではヒマワリ粕，酒粕および乾燥ビール酵母（以下酵母）を用い，インビトロ法

で培養することで乾物および蛋白質のルーメン内分解・発酵特性を検討した．【方法】ルーメンフィステル装着

牛を用いてポリエステルバッグに試料（乾物で５ｇ）を秤量し，経時的なインシチュ培養試験を行った．また同

牛から採取したルーメン液を用いて嫌気的バッチ培養試験も実施した（酵母は粒度が細かいためバッチ試験の

み）．対照飼料として大豆粕とビール粕を用いた．【結果】ヒマワリ粕，酒粕および酵母の CP含量は各

26，18，47（乾物％）であった．乾物消化率はバッチ培養において酒粕と酵母は大豆粕と同等の高い値を示

し，次いでヒマワリ粕，ビール粕の順であった．インシチュ試験も同様な結果を示した．また酒粕と酵母は高い

発酵特性を示したが，酒粕は培養初期に乳酸産生がみられた．インシチュ試験における蛋白質分解パラメータ

は，ヒマワリ粕は a画分で，酒粕は b画分と kdで高い値を示し，24時間でともに大豆粕並の分解性を示した．

 
 

10:30 AM - 10:40 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第I会場)

柚子果皮および食用カンナ地上部の給与が褐毛和種高知系の肥育

に及ぼす影響
*大橋 哲哉1、竹中 由布1、浦部 光治1、竹村 泰雄1、松川 和嗣1 （1. 高知大農）

 
【目的】地域で生産される農作物の副産物を飼料として利用することで，飼料費の削減，地域内での資源の循環

などが期待される．そこで本研究では，高知県で産出された柚子果皮および食用カンナ地上部の給与が褐毛和種

高知系肥育牛の増体，肉質およびルーメン微生物叢に及ぼす影響を検討した．【材料および方法】褐毛和種高知

系肥育牛はそれぞれ無給与区，柚子給与区，カンナ給与区，柚子およびカンナ給与区に分け，出荷前の1ヶ月間試

験に供試した．含水率を調整した柚子果皮は全飼料の2.5%の割合で添加し，サイレージ化した食用カンナ地上部

は粗飼料の一部に代替して給与した．試験期間中の飼料摂取量を計測し，試験前後に体重を測定した．食肉処理

後20日目のロース部骨格筋のアミノ酸組成および脂肪の融点を測定した．試験前後に第一胃内容物を採取し，ア

ンプリコンシークエンスによって菌叢を分類した．【結果】柚子給与区では一日当たりの濃厚飼料摂取量が有意

に増加し (p<0.05)，試験後の体重および枝肉重量が増加する傾向が認められた．カンナ給与区の骨格筋でカルニ

チンおよび BCAA含有量が多くなる傾向が認められ，柚子給与区で脂肪融点が低くなる傾向がみられた．ルーメン

微生物叢は試験前には個体間の差異が認められたが，試験後の柚子給与区ではMethanobrevibacter属は減少し，

Prevotella属やRuminococcus属が増加した．
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10:40 AM - 10:50 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第I会場)

ホルスタイン種における給与飼料の違いによる第一胃と第二胃の

pHおよび発酵産物の違いの検討
*大和田 尚1、岡田 浩尚2、平野 和夫1、武本 智嗣1、新井 鐘蔵3 （1. 全農飼中研　、2. 産総研、3. 農研機構動物衛

生部門）

 
【目的】ウシにおける生産性低下の要因はルーメンアシドーシスなど第一胃内発酵異常が起因となる疾病である

ことが多い．そのため，第一胃発酵状態を高精度に推定するため，第二胃に留置されるセンサの開発がされてい

る．そこで，通常センサが留置される第二胃と第一胃の発酵状態の関連性および給与飼料の違いによる影響を検

討した．【方法】ホルスタイン種フィステル装着牛2頭に第一胃と第二胃のそれぞれにセンサを留置し，１分おき

に pHを測定した．試験期間は粗飼料多給期（ F期）と濃厚飼料多給期（ C期）の2期とし，各期2週間で最初の

1週間は馴致期間とした．試験開始日と終了日に飼料給与前，3時間後，6時間後の各センサ周辺の内容物を採取

し，揮発性脂肪酸（ VFA）を測定した．【結果】 F期および C期における pHは第二胃で第一胃よりも約0.3程度

高く推移した．また，試験期間中の第一胃と第二胃の pHに正の相関関係が認められた．さらに， C期における第

一胃 pHの日内での変動幅は F期と比較して軽微であった．総 VFA濃度および各 VFAの産生割合は第二胃と第一胃

の間に差は認められなかった．以上より，第二胃と第一胃の発酵状態は関連しており，給与飼料の違いによって

各胃間の発酵状態は変化しないことが示唆された．

 
 

10:50 AM - 11:00 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第I会場)

黒毛和種牛の肥育時期による第一胃液 pH、発酵産物および細菌

叢構成の変化
*石塚 直樹1、牧野 博生1、Kim Yohan1、岩本 英治2、正木 達規2、生田 健太郎3、一條 俊浩1、佐藤 繁1 （1. 岩手

大農　、2. 兵庫農技総セ、3. 兵庫淡路農技セ）

 
【目的】黒毛和種肥育牛における第一胃液性状と細菌叢構成を明らかにする目的で，肥育時期の進行に伴う変化

を検討した．【材料と方法】黒毛和種去勢肥育牛9頭を供試した．肥育前期（15ヵ月齢），中期（22ヵ月

齢），後期（30カ月齢）に第一胃液 pHを測定し，フィステル孔を介して第一胃腹嚢底部から第一胃液を採取して

VFA， LPSおよび細菌叢を解析した．細菌叢解析は細菌 DNAを抽出後，次世代シークエンサー（ Illumina，

USA）を用いて16SrRNA配列解析を行った．細菌叢構成比の統計解析は，対応のあるt検定またはウィルコクソン

の符号順位検定により行った．【結果と考察】後期には前期に比べて第一胃液の pHと酢酸濃度が有意な低値，

LPS活性値は有意な高値を示した．各時期の全ての個体においてUnclassified Ruminococcaceae属，Unclassified
 Lachnospiraceae属およびPrevotella属が主体で，これらが全体の50%以上を占めていた．また，中期には前期に

比べてPrevotella ruminicolaとPrevotella brevisの構成比が有意な高値を示し，後期には他の時期に比べて細菌種

の多様性が有意に低下した．以上のことから，黒毛和種牛の肥育時期進行に伴う第一胃液性状と細菌叢構成の変

化は，給餌飼料のほか独特な飼養管理への適応によることが示唆された．

 
 

11:00 AM - 11:10 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第I会場)

乳牛の分娩後における負のエネルギーバランスと血中 MDA、

GPxおよび PAO値の変化
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*小材 怜子1、杉野 利久2、川嶋 賢二3、沖村 朋子4、櫛引 史郎5、一條 俊浩1、佐藤 繁1 （1. 岩手大学共同獣医・産

業動物内科、2. 広島大院統合生命・家畜飼養学、3. 千葉畜総研、4. 富山畜研、5. 農研機構畜産部門）

 
【背景】乳牛の分娩後における負のエネルギーバランスと酸化ストレスおよび相関関係を明らかにする目的

で，血中成分とマロンジアルデヒド（ MDA），グルタチオンペルオキシダーゼ（ GPx）および潜在性抗酸化能（

PAO）の変化を検討した．【材料と方法】健康な経産乳牛11頭を供試し，分娩後8週まで乳量と乳成分を測定，分

娩前3週，分娩当日，分娩後2，4および6週に採血して血中 Glu， NEFA， T-KB， Caおよび iPと MDA， GPxお

よび PAOを測定した．各測定項目の分娩前後の差は Wilcoxon signed-rank test，相互関係は Pearsonの積率相関

と Spearmanの順位相関により検討した．【結果と考察】分娩前3週に比較して， Gluは分娩後2週と4週に有意な

低値， NEFAは分娩日と分娩後2週，4週に有意な高値を示し， MDAは分娩後2週と4週に有意な低値， PAOは分

娩後6週に高値傾向を示した． MDAと NEFAの間に有意な負の相関， PAOと T-KBの間に正の相関傾向， Caや

iPの間に有意な負の相関が，また， GPxと Caの間に正の相関傾向が認められた． MDA， GPxおよび PAOと乳量

や乳成分との間に有意な相関はみられなかった．以上のことから，分娩後における抗酸化能の上昇は，エネル

ギー不足による血中 T-KB値の上昇と関連のあることが示唆された．

 
 

11:10 AM - 11:20 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第I会場)

亜急性第一胃アシドーシス牛の分娩前後における肝組織中遺伝子

発現の変化
*千葉 恵樹1、Kim Yohan1、杉野 利久2、川嶋 賢二3、沖村 朋子4、櫛引 史郎5、木崎 景一郎1、佐藤 繁1 （1. 岩手

大農獣、2. 広大院統合生命、3. 千葉畜総研、4. 富山畜研、5. 農研機構畜産部門）

 
【目的】亜急性第一胃アシドーシス（ SARA）牛の分娩前後における肝組織中遺伝子発現を明らかにする目的

で，マイクロアレイを用いた網羅的解析を行った．【材料と方法】経産乳牛18頭を供試し，分娩～2週後までに前

胃液 pH <5.6が1日3時間以上・2日以上を SARA群（ n=9），同1日以内を非 SARA群（ n=9）と区分した．肝組

織は分娩前3週，分娩後2週と6週に生検針を用いて採取した． RNAを抽出後，マイクロアレイ法により遺伝子発

現を解析し，P <0.05および Fold Change >±1.5の遺伝子を IPA software（ Ingenuity System， USA）により分

析した．【結果と考察】 SARA群では非 SARA群に比べて，分娩前3週に IGF-1と結合するIGFBP6発現が増加，分

娩後2週に GH分泌抑制に重要なSOCS2発現が増加，炎症刺激で発現が増加するJUNや炎症関連遺伝子のCCL5発

現が減少した．また，発現変動遺伝子の機能解析により， SARA群では分娩後2週に LPSが Upstream regulatorと

して関わる経路が抑制され，本経路の下流遺伝子にCCL5，JUN，SOCS2が含まれていた．これらのことから，

SARA牛の肝組織では分娩前に IGF-1による免疫機能の増強，分娩後に LPSに対する炎症反応および GH分泌の抑

制に関連した遺伝子発現が変動することが示唆された．

 
 

11:20 AM - 11:30 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第I会場)

ホルスタイン種乳牛と黒毛和種肥育牛における第一胃液細菌叢構

成の比較
*堀中 あさひ1、Kim Yohan1、杉野 利久2、川嶋 賢二3、岩本 英治4、正木 達規4、一條 俊浩1、佐藤 繁1 （1. 岩手

大農獣・産業動物内科、2. 広島大院統合生命、3. 千葉畜総研、4. 兵庫農技総セ）

 
【目的】本試験は，第一胃液性状と細菌叢構成の差異を確認する目的で，ホルスタイン種乳牛と黒毛和種肥育牛

を比較した．【材料と方法】通常管理下の健康な乾乳期乳牛（分娩前3週；15頭）と肥育前期牛（15カ月

齢；9頭）を供試し，前胃液 pHを連続測定した．第一胃液は乳牛では経口的に，肥育牛ではフィステル孔を介し
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て採取し， VFA， NH3-N，乳酸， LPSを測定した．細菌叢解析は細菌 DNAを抽出後，次世代シークエンサー（

Illumina, USA）を用いて16SrRNA配列解析を行った．統計解析は対応のない t検定とマンホイットニーの U検定

により行った．【結果・考察】乳牛では肥育牛に比べて，前胃液 pHの24時間平均値が高値，総 VFAと NH3-Nは

低値を示し，細菌の相対的発現量はRuminococaceae属やLachnospiraceae属が低値，Olsenella属やFirmicutes
属は高値を示した．同様に乳牛では肥育牛に比べて，Prevotrlla ruminicolaが高値，Ruminococcus bromiiと
Lactonifactor longoviformisは低値を示した．細菌叢の多様性や類似性は，乳牛と肥育牛の間で差異がみられ

た．以上から，乳牛と肥育牛の第一胃液細菌叢構成は，給与飼料によって異なり，長期間の飼養管理に対する第

一胃の適応状態が影響すると考えられた．
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口頭発表 | 5. 畜産物利用

畜産物利用
座長:水野谷 航(麻布大獣)、北澤 春樹(東北大院農)
Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第II会場 (７番講義室)

II-19-01～II-19-04：水野谷 航 

II-19-05～II-19-08：北澤 春樹
 

 
接触型電極を用いたインピーダンス測定による黒毛和種8筋肉の脂肪酸組成
の推定 
*渡辺 亮平1、米内 美晴3、鎌田 丈弘4、横田 朋佳2、石松 朝輝2、村元 隆行2 （1. 岩手大院総合科学

、2. 岩手大農、3. 農研機構東北農研、4. 青森畜研） 

 9:30 AM -  9:40 AM   

流通時の豚背脂肪の硬さをと畜直後に予測するための非破壊評価法の検討 
*本山 三知代1、渡邊 源哉1、中島 郁世1、佐々木 啓介1 （1. 農研機構畜産部門） 

 9:40 AM -  9:50 AM   

マイクロ波熟成促進装置でウェットエイジングを行った牛リブロースの品質
特性 
*山代 佳孝1、香川 英二2、國井 勝之2、曽我 博文2、三上 奈々1、韓 圭鎬1、福島 道広1、島田 謙一郎1

（1. 帯畜大、2. 四国計測工業） 

 9:50 AM - 10:00 AM   

The effect of wet-aging periods on texture and protein of Ibaraki wagyu
beef with different BMS. 
*鬼澤 大海1、田中 宙生1、中安 健輔2、谷島 直樹2、小川 恭喜1、宮口 右二1 （1. 茨城大農、2. 茨城

畜セ） 

10:00 AM - 10:10 AM   

Lactobacillus gasseriが生産するガセリシン Sの抗菌性は指標菌の生育
フェーズに影響される 
*春日 元気1、長嶋 曜1、原田 悠暉1、内藤 豪1、増田 哲也1、川井 泰1 （1. 日大院生資科） 

10:10 AM - 10:20 AM   

乳酸菌オリゴ DNAを有効成分とする経口用微粒子がもたらす急性大腸炎の予
防効果 
*重盛 駿1、荻田 佑1、下里 剛士1 （1. 信州大バイオメディカル研） 

10:20 AM - 10:30 AM   

Investigation of a new production factor for gassericin T, the class Ⅱ b
bacteriocin produced by Lactobacillus gasseri LA158. 
*長嶋 曜1、安久 恭子2、五十嵐 愛恵2、脇本 彩加1、内藤 豪1、原田 悠暉1、春日 元気1、増田 哲也1

、川井 泰1 （1. 日大院生資科、2. 日大生資科） 

10:30 AM - 10:40 AM   

Lactobacillus helveticusの長期摂取がマウスの不安様行動に及ぼす影響 
*足立 華織1、丸井 萌子1、林 利哉1、長澤 麻央1 （1. 名城大院農） 

10:40 AM - 10:50 AM   
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9:30 AM - 9:40 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第II会場)

接触型電極を用いたインピーダンス測定による黒毛和種8筋肉の

脂肪酸組成の推定
*渡辺 亮平1、米内 美晴3、鎌田 丈弘4、横田 朋佳2、石松 朝輝2、村元 隆行2 （1. 岩手大院総合科学 、2. 岩手大

農、3. 農研機構東北農研、4. 青森畜研）

 
【目的】わが国における牛肉品質評価は，胸最長筋の脂肪交雑の程度が最も重視されている．また，脂肪の融点

や硬さなどの特性には，脂肪を構成している脂肪酸の組成が大きな影響を及ぼしている．オレイン酸に代表され

る一価不飽和脂肪酸の割合が高い牛肉は，程よい口当たりであり，またフレーバーが良いことが報告されてい

る． そこで本研究では，黒毛和種の8筋肉および皮下脂肪について，接触型電極を用いて測定したインピーダンス

と脂肪酸組成との関係について検討を行った．【方法】黒毛和種去勢牛の8筋肉および皮下脂肪からステーキサン

プルを調製し，1Hz，120Hz，および100kHzの周波数で接触型電極を用いてインピーダンスを測定した．また各

筋肉の脂肪酸組成の分析をガスクロマトグラフィー法により行った．【結果】胸最長筋のインピーダンスとオレ

イン酸割合との間にはすべての周波数において有意な正の相関がみられた．したがって，胸最長筋のすべての周

波数におけるインピーダンスを測定することにより，オレイン酸割合を推定できる可能性が示された．また，皮

下脂肪のインピーダンスとオレイン酸割合との間には1Hzで有意な負の相関がみられ，皮下脂肪のオレイン酸割合

と胸最長筋のオレイン酸割合との間に有意な正の相関がみられた．これらのことから，皮下脂肪の1Hzにおけるイ

ンピーダンスから胸最長筋のオレイン酸割合を間接的に推定できる可能性が示された．

 
 

9:40 AM - 9:50 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第II会場)

流通時の豚背脂肪の硬さをと畜直後に予測するための非破壊評価

法の検討
*本山 三知代1、渡邊 源哉1、中島 郁世1、佐々木 啓介1 （1. 農研機構畜産部門）

 
【背景】自給飼料給与等により脂肪の質に特徴のある豚肉が生産されており，と畜後の早い段階で脂肪の品質を

評価できれば，差別化により適切な価格形成等に貢献できる．カットのしやすさや小売トレー盛り付けの見た目

などの流通時の品質に影響する脂肪の「しまり」（硬さ）は，脂肪の化学組成や結晶状態を定性・定量できるラ

マン分光により非破壊的に評価できる可能性があることから，ラマン分光によりと畜直後の温と体から流通時の

脂肪の硬さを予測可能か検討をおこなった．【方法】２か所の食肉処理施設において，と畜60分後の豚枝肉（皮

剥ぎ， n=135）の背脂肪（最後胸椎位）から，785 nm励起ラマンスペクトル（指紋領域）を取得した．ま

た，と畜３日後の同部位の脂肪の硬さを４℃の冷蔵庫内において硬度計を用いて計測した．脂肪の硬度を従属変

数，全スペクトル変数を説明変数として主成分回帰分析し，スペクトルによる脂肪硬度の予測精度を Full Cross-

Validationにより評価した．【結果】主成分回帰分析の結果，ローディングスペクトルの情報から予測に有用と考

えられた５つの主成分を用いて作成した予測式の RPDは1.3と低く，実際の予測に利用できる水準に至らな

かった．主成分間の多重共線性が予測精度を下げている可能性があることから，実用化のためには全スペクトル

変数の中から適切な変数を選択して予測式を作成する必要があると考えられた．

 
 

9:50 AM - 10:00 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第II会場)

マイクロ波熟成促進装置でウェットエイジングを行った牛リブ

ロースの品質特性
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*山代 佳孝1、香川 英二2、國井 勝之2、曽我 博文2、三上 奈々1、韓 圭鎬1、福島 道広1、島田 謙一郎1 （1. 帯畜

大、2. 四国計測工業）

 
【目的】一般に，牛肉は低温下で14～21日間の熟成を要するが，この期間を従来よりも促進させて短縮すること

ができれば，流通を含めた様々なメリットが生じる．そこで本研究では，マイクロ波（ MW）処理が牛肉の品質

へ影響を及ぼさず，肉内部温度を上昇させて熟成を促進させることができるかを検証した．【方法】対照群，処

理群ともにと畜後4日目のホルスタイン去勢牛のリブロース(各 n=3)を試料とした．対照群はさらに17日間4℃で

ウェットエイジングを行った．一方，処理群は内部温度が10℃，外部温度が0℃で6日間 MW処理を行った．分析

項目は一般成分，表面の細菌数，物性値(剪断値・クッキングロス・加圧ドリップロス)，色調値， pH，ミオグロ

ビン含量，総コラーゲン量とした．【結果】対照群と MW処理群において，肉表面の細菌数に差が認められ

ず，さらに，一般成分を含めて肉質項目も群間に差が認められなかった．以上の結果は，6日間 MW処理は肉表面

の細菌数を増殖させず，肉質にも影響を与えずに，熟成21日目と同じレベルの硬さになったと示唆された．

 
 

10:00 AM - 10:10 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第II会場)

The effect of wet-aging periods on texture and protein of

Ibaraki wagyu beef with different BMS.
*鬼澤 大海1、田中 宙生1、中安 健輔2、谷島 直樹2、小川 恭喜1、宮口 右二1 （1. 茨城大農、2. 茨城畜セ）

 
[Objective] Previously, we reported that Ibaraki wagyu beef (Hitachi-gyu) became softer after aging for 25

days than for 10 days. Although it is believed that marbling contributes to beef texture, there are few studies

focusing on relations between beef texture and its indicator proteins during aging in beef with different

marbling levels. In this study, we examined rheology properties and protein variations in aged Hitachi-gyu

with different beef marbling scores (BMS). [Methods] A rib eye was collected from Hitachi-gyu with A4 grade

(BMS 5 and 7), and aged at 2℃ for 10, 15, 25, 35 and 45 days after vacuum packaging. Thereafter, we

conducted SDS-PAGE and texture analyses of beef. [Results] Texture analysis showed BMS 5 had a long

periods than BMS 7 for tenderization of beef. SDS-PAGE analysis showed specific protein bands become

thinner in beef with BMS 7. These results suggested that marbling levels would affect wagyu beef

tenderization during aging.

 
 

10:10 AM - 10:20 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第II会場)

Lactobacillus gasseriが生産するガセリシン Sの抗菌性は指標菌

の生育フェーズに影響される
*春日 元気1、長嶋 曜1、原田 悠暉1、内藤 豪1、増田 哲也1、川井 泰1 （1. 日大院生資科）

 
【目的】先行研究により，Lb. gasseriが生産するガセリシン S（ GS）は増殖中の菌体を強力に殺菌する一方，静

菌状態（低温保持および静菌剤添加）の菌体は殺菌しないことを明らかにした．本研究では， GSの殺菌性に増殖

時の標的菌体表層における構造変化が関与していると仮定し，生育フェーズの異なる指標菌体に対する GSの抗菌

性について検証を試みた．【方法】指標菌Lb. delbrueckii subsp. bulgaricus JCM 1002T (pSYE2)を培養し，継時

的な生菌数測定から増殖曲線を作成した．次いで，誘導期，対数増殖期，および静止期の指標菌（それぞれ培養

0，8，および24時間）の菌数を約105 CFU/mLに調整後， GSを37℃（増殖可能）および4℃（増殖停止）で

20分間感作させ，生菌数を測定した．【結果】 GSの感作温度に関わらず，誘導期菌体では菌数の変動が無く，静

菌的な作用を示したが，対数増殖期菌体は完全に死滅した．また，静止期菌体においても感作温度に関係なく菌
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数の減少が認められたが，対数増殖期菌体と比較してその減少度は僅かであった．対数増殖期菌体のみが短時間

（20分間）の感作で死滅し，感作温度（≒増殖性）の差異による影響も認められなかったことから， GSの殺菌性

には菌体の増殖時における特異的レセプター発現，もしくは膜構造変化が関係していると考えられた．

 
 

10:20 AM - 10:30 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第II会場)

乳酸菌オリゴ DNAを有効成分とする経口用微粒子がもたらす急

性大腸炎の予防効果
*重盛 駿1、荻田 佑1、下里 剛士1 （1. 信州大バイオメディカル研）

 
【背景と目的】特定の配列を有するオリゴ DNA（ ODN）は，動物において優れた免疫修飾機能を発揮する．演

者らはこれまでに， ODNを腸管で作用させるための経口用微粒子として ODNcapを開発した[1]．本研究では，

Lactobacillus rhamnosus GGより同定された ODN（ ID35[2]）を用いて ODNcap（ ID35cap）を作成し，同微

粒子の予防的経口投与がマウス大腸炎の症状に及ぼす影響を検討することを目的とした．【方法】 Wangらの方法

[1]により ID35capを作成した．マウスに3%デキストラン硫酸ナトリウム（ DSS）を含む飲料水を5日間摂取させ

ることで急性大腸炎を誘導した（ Day0-5）． Day-2および-1に，微粒子成分（ cap）， ID35もしくは

ID35capを経口投与した．大腸炎の重篤度は，毎日の症状観察（ DAIスコアとして定量化）ならびに Day10にお

ける大腸の短縮度合いに基づき評価した．【結果】 ID35capを投与した試験群では， DSS， capおよび ID35の

各群と比較して， Day5-10の DAIスコアが有意に低下し，大腸短縮が顕著に減弱した．すなわち， ID35capの予

防的経口投与は DSS誘導急性大腸炎を軽減することが示唆された． 

[1] Mol Ther., 23:297-309, 2015 

[2] Cell Microbiol., 7:403–414, 2005

 
 

10:30 AM - 10:40 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第II会場)

Investigation of a new production factor for gassericin T, the

class Ⅱ b bacteriocin produced by Lactobacillus gasseri
LA158.

*長嶋 曜1、安久 恭子2、五十嵐 愛恵2、脇本 彩加1、内藤 豪1、原田 悠暉1、春日 元気1、増田 哲也1、川井 泰1 （1.

日大院生資科、2. 日大生資科）

 
Divalent metal ions are known as the negative control factor for production of gassericin T (GT) produced by

L. gasseri LA158. In this study, initial pH of MRS broth was focused as a new production factor, and the effect

of initial pH on GT production was verified. After cultivation of LA158 in MRS broth containing lactic acid and

HCl (pH 5.5), respectively, antimicrobial activity of the cell-free supernatants (CFSs) was measured. Then,

LA158 was cultivated in MRS broths (pH 6.0 and 5.5), and the culture turbidity and the bacteriocin activity of

CFSs were measured. Compared to the control, antimicrobial activity of GT in CFSs obtained from the

cultivation through MRS broths with lactic acid or HCl was decreased. Furthermore, each GT activity in CFSs

obtained after incubation of LA158 at initial pH 5.5-6.0 was decreased in proportion to initial pH, while there

was no significant correlation between antimicrobial activity and turbidity. These results suggest that initial

pH of MRS broth is a new production factor for GT.
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10:40 AM - 10:50 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第II会場)

Lactobacillus helveticusの長期摂取がマウスの不安様行動に及ぼ

す影響
*足立 華織1、丸井 萌子1、林 利哉1、長澤 麻央1 （1. 名城大院農）

 
【目的】ストレス関連の疾患には, 脳ー腸ー腸内細菌叢軸の関与が指摘されている． プロバイオティクスの摂取は

腸内細菌叢の菌種を変化させることが知られており, ストレス由来の疾患予防の観点から注目されている．

我々は, 当研究室で保有する乳酸菌を用いて発酵乳を調製し, マウスへの投与がストレス由来の不安様行動に及ぼ

す影響を検討した． 【方法】 ICRマウスに28日に亘って蒸留水,あるいはL. helveticusを用いて調製した発酵乳を

経口投与した． 28日目に腸内細菌叢の変化を確認するため糞便を採取した． 29日目にオープンフィールド試験

を行い, 運動機能の指標として総移動距離, 不安様行動の指標として中央エリア移動距離を計測した． 腸内細菌叢

の変化は変性剤濃度勾配ゲル電気泳動法によって確認した． また, 発酵乳をホエーとカードに分離して冷凍保存し

た試料をマウスに28日間投与し, オープンフィールド試験を行った． 【結果】L. helveticusによる発酵乳の長期投

与により,糞便中の特定の細菌が減少した． また, 蒸留水投与群と比較して発酵乳投与群では中央エリア移動距離

が増加したが, 冷凍したホエーおよびカード投与群では差が認められなかった． 以上より調製された発酵乳は, 長

期間の摂取で不安を緩和する可能性が示され, 発酵乳が有する抗不安様作用には菌の活性が重要であると推測され

た．
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口頭発表 | 2. 遺伝・育種

遺伝・育種
座長:佐々木 修(農研機構畜産部門)、美川 智(農研機構畜産部門)
Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第III会場 (2番講義室)

III-19-01～III-19-04：佐々木 修 

III-19-05～III-19-08：美川 智
 

 
豚の生存産子数改良のための産肉形質および体型形質の利用可能性 
*小川 伸一郎1、大西 知佳2、石井 和雄3、上本 吉伸1、佐藤 正寛1 （1. 東北大院農、2. 家畜改良セ宮

崎、3. 農研機構畜産部門） 

 9:30 AM -  9:40 AM   

ニワトリの従順性行動における品種差および性差 
諸井 沙紀1、西村 健志2、今井 菜々1、國重 享子3、佐藤 駿3、*後藤 達彦1,4 （1. 帯畜大畜産、2. 帯

畜大院、3. 道総研、4. 帯畜大GAMRC） 

 9:40 AM -  9:50 AM   

豚の発育において累積気温が１日平均増体重に与える影響 
*原 ひと美1、小川 伸一郎1、大西 知佳2、石井 和雄3、上本 吉伸1、佐藤 正寛1 （1. 東北大院農、2.

家畜改良セ宮崎、3. 農研機構畜産部門） 

 9:50 AM - 10:00 AM   

抗菌性ペプチドを指標としたブタマイコプラズマ性肺炎抵抗性育種の可能性 
*一関 可純1、上本 吉伸1、陸 拾七2、門脇 宏3、柴田 千尋3、鈴木 英作3、小川 伸一郎1、鈴木 啓一1

、佐藤 正寛1 （1. 東北大院農、2. 理研、3. 宮城県試） 

10:00 AM - 10:10 AM   

Global transcriptome analysis of pig induced pluripotent stem cells
derived from six and four reprogramming factors 
*福田 智一1、土井 浩二2、小林 久人3、安江 博2 （1. 岩手大理工、2. つくば遺伝子研、3. 奈良県医

大） 

10:10 AM - 10:20 AM   

牛白血病ウイルス感染率低減のための検査実施状況 
*朝治 桜子1、奥平 裕子1、桝屋 安里1、浅見 啓子1、安藤 麻子1、間 陽子2、猪子 英俊1 （1. ジェノ

ダイブファーマ、2. 理研） 

10:20 AM - 10:30 AM   

国内水族館のイルカにおける個体識別および親子判定用マイクロサテライト
マーカーセットの構築 
*伊藤 智仁1、塗本 雅信1、北 夕紀2、戸田 昌平1、若林 郁夫3、勝俣 浩4,5 （1. 家畜改良事業団、2.

東海大生物、3. 鳥羽水族館、4. 鴨川シーワールド、5. 日本動物園水族館協会） 

10:30 AM - 10:40 AM   

黒毛和種における未使用 SNPアレイデータの活用 
*佐々木 慎二1、村木 英二2、井上 喜信4、末澤 遼平3、荷川取 秀樹3、吉田 裕一5、成相 翔太6、秀島

遼哉6、森脇 俊輔6、中島 亮太朗7、内山 勝雄8、吉成 加奈子8、竹田 将悠規8、小島 孝敏8 （1. 琉球

大農、2. 岐阜畜研、3. 沖縄畜技セ、4. 鳥取畜試、5. 兵庫農技総セ、6. 島根畜技セ、7. 鹿児島肉改

研、8. 家畜改良セ） 

10:40 AM - 10:50 AM   
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9:30 AM - 9:40 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第III会場)

豚の生存産子数改良のための産肉形質および体型形質の利用可能

性
*小川 伸一郎1、大西 知佳2、石井 和雄3、上本 吉伸1、佐藤 正寛1 （1. 東北大院農、2. 家畜改良セ宮崎、3. 農研機

構畜産部門）

 
【目的】豚における生存産子数の効率的な改良のための選抜指標を探索するため，産肉形質および体型形質の利

用可能性について検討した．【方法】家畜改良センター宮崎牧場のデュロック種（ユメサクラエース）2,835頭の

能力検定記録を用いた．また，437頭（うち324頭が能力検定記録をもつ）の雌豚に関する1,168件の生存産子数

の記録および11,631頭分の血統情報を用いた．産肉形質として検定開始時および終了時（それぞれ30 kgおよび

105 kg相当）の日齢，一日平均増体重，背脂肪厚，ロース芯面積および筋肉内脂肪含量，体型形質として体

高，体長，前幅，胸幅，後幅，胸深，胸囲，前肢管囲および後肢管囲を分析に用いた．遺伝的パラメーター推定

にはアニマルモデル REML法をそれぞれ用い，産肉形質および体型形質のモデルは，一腹共通環境効果を含む場合

と含まない場合の２通りとした．【結果】産肉形質および体型形質の推定遺伝率は，一腹共通環境効果をモデル

に含まないとき，後幅での0.24からロース芯面積および筋肉内脂肪含量での0.64までと，いずれも生存産子数の

推定遺伝率0.16を上回った．また，生存産子数と検定開始時日齢，前幅および胸幅との推定遺伝相関は0.5程度と

高く，生存産子数のための選抜指標としての有用性が示唆された．一方，一腹共通環境効果を含むとき，推定遺

伝相関は大きく変動せず，推定遺伝率が低下した．

 
 

9:40 AM - 9:50 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第III会場)

ニワトリの従順性行動における品種差および性差
諸井 沙紀1、西村 健志2、今井 菜々1、國重 享子3、佐藤 駿3、*後藤 達彦1,4 （1. 帯畜大畜産、2. 帯畜大院、3. 道総

研、4. 帯畜大GAMRC）

 
様々な日本鶏品種が日本の地鶏産業において利用されている．地鶏産業では，過度の騒音や捕獲時の不手際など

の突発的な環境刺激によって，多くの個体が圧死する事故がしばしば起きる．このような経済的損失を防ぐため

には，ニワトリがより穏やかで従順かつ，物事に動じない行動特性をもつことが必要と考えられる．そこで本研

究では，新たなハンドリングテストを考案し，シャモ，ロードアイランドレッド，ナゴヤ，オーストラ

ロープ，ウコッケイ（雌雄それぞれ n = 10）およびシャモ xロードアイランドレッドの F1（雌 n = 10）の成鶏を

対象に，従順性行動の評価を行った．個別ケージの各個体に対して，一分間のハンドリングテストを行い，ヒト

の手に近づく回数，ヒトの手から離れる回数ならびに歩数をカウントした．ヒトの手に近づく/離れる回数は，ニ

ワトリの首の動きに着目して評価した．分散分析によって，品種，性別およびヘテローシスの効果を検定し

た．ヒトの手を避ける行動では，雄が有意に高い値を示した．また，有意な品種および性別の交互作用が認めら

れ，ナゴヤの雌はヒトの手を避ける行動が有意に低いことが明らかになった．さらには，ヒトの手を避ける行動

においてヘテローシス効果が認められた．地鶏産業では，しばしば F1雑種が用いられることから，本ハンドリン

グテストを利用して，品種およびそれらの組み合わせを評価する必要性が示された．

 
 

9:50 AM - 10:00 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第III会場)

豚の発育において累積気温が１日平均増体重に与える影響
*原 ひと美1、小川 伸一郎1、大西 知佳2、石井 和雄3、上本 吉伸1、佐藤 正寛1 （1. 東北大院農、2. 家畜改良セ宮

崎、3. 農研機構畜産部門）
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【目的】豚の30 kgおよび105 kgの到達日齢を３つに分け（前期，中期および後期），それぞれの累積気温が１日

平均増体重（ DG）に与える影響について検討した．【方法】家畜改良センター宮崎牧場において2009年から

2018年の間に出生したデュロック種（ユメサクラエース）3,634頭のうち，105 kg到達日齢が平均±３標準偏差

以内の3,295頭に関する DGの記録および12,054頭分の血統情報を用いた．気温データは同牧場の最近傍に位置す

る宮崎県小林地点のアメダスにおける日最高気温の観測値を気象庁ホームページより取得した．母数効果として

性，年，検定終了時体重（１次）に加え，季節または月，前期，中期または後期における日最高気温の累積平均

を含む５つのモデルを用いた．気温の効果は２次の共変量とした．【結果】遺伝率は，季節または月を用いたモ

デルで0.42および0.45と推定されたのに対し，日最高気温の累積平均を用いたモデルでは0.61から0.62の値が推

定された．異なるモデル間における推定育種価の相関は0.97以上であった． DGに対する日最高気温の累積平均の

影響は，前期に比べ，中期以降のほうが大きくなった．

 
 

10:00 AM - 10:10 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第III会場)

抗菌性ペプチドを指標としたブタマイコプラズマ性肺炎抵抗性育

種の可能性
*一関 可純1、上本 吉伸1、陸 拾七2、門脇 宏3、柴田 千尋3、鈴木 英作3、小川 伸一郎1、鈴木 啓一1、佐藤 正寛1

（1. 東北大院農、2. 理研、3. 宮城県試）

 
【目的】抗菌性ペプチドを指標としたブタマイコプラズマ性肺炎（ MPS）抵抗性育種の可能性を検討するため

に，抗菌性ペプチドの一つであるβディフェンシン２の血中濃度（ DEFB2）の遺伝的な影響，ならびに DEFB2の

産生誘導を行うインターロイキン17の血中濃度（ IL17）および MPS病変スコアとの遺伝的関連性を調査し

た．【方法】宮城県畜産試験場において MPS病変スコアが低下する方向に５世代選抜した MPS抵抗性ランド

レース種集団を用いた．血統情報1,395頭を用いた． MPS病変スコアをもつ調査豚約300頭について， ELISA法に

よって7週齢時および105kg時の DEFB2を測定した．遺伝率，遺伝相関および環境相関は， DEFB2， MPS病変ス

コア， IL17等からなる多形質アニマルモデル REML法により推定した．【結果】 DEFB2は遺伝率が低く（7週齢

時0.14，105kg時0.09）， DEFB2と MPS病変スコアとの間に低い負の遺伝相関（7週齢時-0.23，105kg時-

0.13）を示したことから， MPSの選抜指標には適さないことが示唆された．一方， DEFB2と IL17との遺伝相関

は測定時期によって異なり（7週齢時0.85，105kg時0.08），環境相関は共に正の中程度（7週齢時

0.42，105kg時0.55）であったことから， DEFB2と IL17は非遺伝的な影響が大きいことが示唆された．

 
 

10:10 AM - 10:20 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第III会場)

Global transcriptome analysis of pig induced pluripotent stem

cells derived from six and four reprogramming factors
*福田 智一1、土井 浩二2、小林 久人3、安江 博2 （1. 岩手大理工、2. つくば遺伝子研、3. 奈良県医大）

 
Pigs are important animal as livestocks. However, due to the lack of embryonic stem cells, the possibility of

genetic modification is quite limited. To overcome this limitation, induced pluripotent stem (iPS) cells have

been derived from pigs. Despite the public availability of a large number of expression datasets from mice,

rats, and primates-derived iPS cells, the expression profile of pig- derived iPS cells is quite limited.

Furthermore, there is no dataset focused on the profiling of pig-derived iPS cell with six reprogramming

factors (Oct3/4, Sox2, Klf4, c-Myc, Lin28, and Nanog). Here, we used Illumina RNA sequencing platform to

characterize the mRNA expression of four-factor derived and six-factor derived pig iPS cells. We observed
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that the expression levels of whole genes in our established six factors derived iPS cells and parent fibroblast,

and compared with that of iPS cells with four factors in public database. These data are valuable in

understanding species difference in the reprogramming process of stem cells, and could help identify the key

regulating genes involved in the process.

 
 

10:20 AM - 10:30 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第III会場)

牛白血病ウイルス感染率低減のための検査実施状況
*朝治 桜子1、奥平 裕子1、桝屋 安里1、浅見 啓子1、安藤 麻子1、間 陽子2、猪子 英俊1 （1. ジェノダイブ

ファーマ、2. 理研）

 
【背景目的】牛白血病ウイルス（ BLV）感染牛は，5〜10年の潜伏期間を経て数％が，牛白血病（ EBL）を発症

する． EBLは有効な治療法のない感染症であり，未発症牛においても免疫機能の低下から感染症罹患率の上

昇，産乳・産肉及び繁殖能力の低下が指摘されていることから， BLV感染は大きな経済的損失をもたらす． 

昨年より受託検査を開始した BLV抵抗性・感受性診断のための SBT法による BoLA-DRB3タイピング及び BLV遺

伝子定量法である BLV-CoCoMo-qPCR法の結果に基づき，全国の DRB3アレルと BLVプロウイルス量との関連に

ついて現況を調査した．【材料方法】585頭の DRB3アレルタイピングを行い，抵抗性アレル保有牛については

BLVプロウイルス量定量を行った．その結果より DRB3アレルと BLVプロウイルス量との関連解析を行った．【結

果考察】585頭中， BLV感受性アレルを持つ牛が37%に上り，多く飼育されていることが確認された．さら

に，抵抗性アレルを持つ105頭の関連解析の結果，抵抗性アレルと規定されているアレルであってもウイルス伝搬

抑制能に差があることが改めて示唆された． 

本邦には現在3842千頭の牛が飼育されているが，タイピングや定量検査を行った牛は千頭にも満たない．検査情

報をもとに BLV清浄化を実施すれば，農家の経済的損失の改善が図られ，安定した畜産経営に資することができ

る．

 
 

10:30 AM - 10:40 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第III会場)

国内水族館のイルカにおける個体識別および親子判定用マイクロ

サテライトマーカーセットの構築
*伊藤 智仁1、塗本 雅信1、北 夕紀2、戸田 昌平1、若林 郁夫3、勝俣 浩4,5 （1. 家畜改良事業団、2. 東海大生物、3.

鳥羽水族館、4. 鴨川シーワールド、5. 日本動物園水族館協会）

 
【目的】日本動物園水族館協会(JAZA)の加盟園館で飼育されているイルカは，飼育個体間で繁殖を進めてきてい

る．限られた飼育個体による繁殖では，近親交配を回避することが重要となる．このためには国内イルカで利用

可能なマイクロサテライト(MS)マーカーを利用して，個体識別・親子判定が行える環境整備が必要である．今

回，バンドウイルカおよびスナメリで利用可能な MSマーカーの選抜およびマルチプレックス PCRによる検査系

を構築したので報告する．【材料及び方法】個体識別には， JAZA加盟園館で飼育されているバンドウイルカ

218個体およびスナメリ21個体を対象とした． MSマーカーはイルカの親子判定で報告されている27個を選抜し

た．【結果と考察】27個の MSマーカーをマルチプレックス PCRで増幅できる検査系を構築した．バンドウイル

カは1マーカーで多型が無いため26個の MSマーカーにより父権否定率(PE)を計算したところ， PE1(父-母-子)で

は1－1.0×10-10となり， PE2(父-子)では1－1.0×10-6であった．スナメリは検査頭数が少ないため参考程度であ

るが， PE1では1－2.2×10-5， PE2は1－3.4×10-3であった．両品種とも総合識別能力(APD)は1－1.0×10-15以下

であった．これらの MSマーカーセットは，個体識別および親子判定を行う上で有効であることが示された．
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10:40 AM - 10:50 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 10:50 AM  第III会場)

黒毛和種における未使用 SNPアレイデータの活用
*佐々木 慎二1、村木 英二2、井上 喜信4、末澤 遼平3、荷川取 秀樹3、吉田 裕一5、成相 翔太6、秀島 遼哉6、森脇

俊輔6、中島 亮太朗7、内山 勝雄8、吉成 加奈子8、竹田 将悠規8、小島 孝敏8 （1. 琉球大農、2. 岐阜畜研、3. 沖縄

畜技セ、4. 鳥取畜試、5. 兵庫農技総セ、6. 島根畜技セ、7. 鹿児島肉改研、8. 家畜改良セ）

 
【目的】 ウシの SNPアレイデータは，ゲノム育種価の算出に活用されるなど，大規模に収集されつつある．市販

の SNPアレイにはゲノムの位置が不明な SNPが多数搭載されており，「未使用 SNPアレイデータ」として，その

後の解析には使用されていない．そこで，本研究では未使用 SNPの周辺配列を基に BLASTを使って，ゲノムの位

置を特定し，この位置情報を使用し OMIA（遺伝性疾患データベース）で SNPの特徴付けを行った後，頻度調査

を行なった．【結果】　285個の未使用 SNPの内， BLASTを使用し，276個の SNPのゲノム位置が特定され

た．この内110個はゲノムの位置情報を使用して OMIA IDと結びつけることができ，また42個は SNP名などから

疾患との関連が示唆された．加えて，ゲノム位置が既知の SNPの内，58個はゲノム位置情報を使用して OMIA

IDと結びつけることができ，14個は SNP名から疾患との関連が示唆された．合計で，ゲノム位置に冗長性のない

98個の SNPを特定できた．これらの SNPについて，黒毛和種5955頭で遺伝子型，アレル頻度を集計した結果，

11個の SNPはリスクアレル頻度0.00008396から0.46であることが分かった．【結語】 未使用 SNPアレイ

データをゲノムの位置情報を基に特徴付けることで，遺伝子疾患に関連するリスクアレルを迅速，簡便に特定で

きることが示された．
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口頭発表 | 6. 管理・環境

管理・環境
座長:竹田 謙一(信州大)、長谷川 輝明(千葉県畜産総合研究セ)、青山 真人 (宇大農)
Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場 (４番講義室)

IV-19-01～IV-19-04：竹田 謙一 

IV-19-05～IV-19-08：長谷川 輝明 

IV-19-09～IV-19-12：青山 真人
 

 
大群飼育豚舎におけるオートソーティングシステムへの肥育豚導入柵の形状
の比較 
*家入 誠二1、馬場 奏志1、坂本 信介1、川島 知之1 （1. 宮崎大農） 

 9:30 AM -  9:40 AM   

増体管理システムで飼養管理されている肥育豚の摂食行動 
*青山 真人1、布川 祐太1、笹木 俊2 （1. 宇大農、2. 栃木畜酪研セ） 

 9:40 AM -  9:50 AM   

画像情報を用いた黒毛和牛種の乗駕行動の検知に関する検討 
*川野 百合子1、河田 宗士1、　沖本 祐典1、中野 鐵兵1,2、赤羽 誠1,2、近藤 育海3、山崎 稜汰3、日下

裕美3、坂口 実3、小川 哲司1 （1. 早大理工、2. 知能フレームワーク研、3. 北里大獣） 

 9:50 AM - 10:00 AM   

連続的に測定されたホルスタイン心電図データの解析 
*田島 淳史1,2、森山 雄斗1、岩根 栄司3、東谷 淳児4、山本 倫成2、秋葉 よしえ2、本間 毅2、浅野 敦

之1,2 （1. 筑波大生命環境、2. 筑波大・T-PIRC農場、3. emka TECHNOLOGIES 、4. テービック） 

10:00 AM - 10:10 AM   

密閉縦型堆肥化装置で処理された豚ぷんの堆肥化および肥料調製過程におけ
る臭気成分の変動 
*小島 陽一郎1、松岡 英紀2、浅野 智孝2、見城 孝志2、中久保 亮3、石田 三佳3 （1. 農研機構中央農

研、2. 朝日工業、3. 農研機構畜産部門） 

10:10 AM - 10:20 AM   

畜産農場から離れた場所における臭気モニタリング手法の検討 
*高柳 晃治1、齋藤 憲夫2、岩渕 守男3 （1. 栃木畜酪研セ、2. 栃木県芳賀農業振興事務所、3. 栃木県

農業大学校） 

10:20 AM - 10:30 AM   

飼料タンパク質の給与水準の違いが泌乳牛のふん尿貯留中の温室効果ガス発
生に及ぼす効果 
*野中 最子1、大谷 文博1、樋口 浩二1、長田 隆1、春野 篤2、坂元 康晃2、藤條 武司2 （1. 農研機構

畜産部門、2. 味の素） 

10:30 AM - 10:40 AM   

バイオガス中の硫化水素を酸化する細菌について 
*岡本 英竜1、小島 栄美1 （1. 酪農大農食環境） 

10:40 AM - 10:50 AM   

サシバエ天敵寄生蜂の国内初発見とその意義 
*松尾 和典1 （1. 九大院比文） 

10:50 AM - 11:00 AM   

泌乳牛への乳房炎ワクチン投与による乳汁中生菌数および体細胞数の推移 
*北野 菜奈1、網本 光希2、栗木 健3、江口 佳子4、高橋 俊彦1 （1. 酪農大、2. 広島大、3. 共立製
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薬、4. 共立製薬現（現：イプラ・ジャパン合同会社）） 

11:00 AM - 11:10 AM   

肥育豚に対する投薬治療を伴う異常事態を早期に予測するための指標の探査 
*佐々木 羊介1、松尾 崚平1、末吉 益雄1 （1. 宮崎大農） 

11:10 AM - 11:20 AM   

アメリカミズアブの幼虫による家庭系食品廃棄物の処理及び残渣の肥料的価
値について 
*川崎 稔弥1、川﨑 淨教1、松本 由樹1、矢野 公伸1 （1. 香川大農） 

11:20 AM - 11:30 AM   
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9:30 AM - 9:40 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場)

大群飼育豚舎におけるオートソーティングシステムへの肥育豚

導入柵の形状の比較
*家入 誠二1、馬場 奏志1、坂本 信介1、川島 知之1 （1. 宮崎大農）

 
【目的】近年，オートソーティングシステム（ ASS)を装備した大群飼育豚舎が普及し始めている． ASSは出荷時

に自動的に体重を測り，適正出荷体重になったものを分別し，出荷エリアに導く装置である．しかし， ASSにお

いては，ソーター入り口でのブタの停滞などの課題が生じている．本研究では， ASSにおける課題を明らかにす

るとともに，効率的なソーターへのブタの導入方法を検討した．【方法】試験は熊本県の大型養豚場で実施し

た． ASSへのブタの導入部分において，既存の扇型導入柵を用いた場合と平行型導入柵を用いた場合でブタの行

動を監視カメラと携帯型カメラにより撮影し，解析した．【結果】平行型では稼働から実験終了までの通過頭数

に偏りが少なかった．また，単位頭数当たりのソーター通過に要した時間は平行型の方が短く，ソーター入り口

から引き返した頭数は減少し，160分当たりで153頭の差が生じた．さらに，扇型導入柵で特に問題となった「通

路を塞ぐ」行動は，頻度，延べ時間とも減少した．一方，ソーターへの同時侵入，前を行く他のブタへ乗るなど

の問題行動は平行型で増加した．これらの結果は， ASSにおいては，扇型の導入柵を用いるより平行型の導入柵

を用いる方がソーターの稼働時間において効率的である可能性を示している．

 
 

9:40 AM - 9:50 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場)

増体管理システムで飼養管理されている肥育豚の摂食行動
*青山 真人1、布川 祐太1、笹木 俊2 （1. 宇大農、2. 栃木畜酪研セ）

 
【背景と目的】養豚において，個体ごとの摂食行動を記録するシステムが開発されているが，このシステムで

は，多くの場合，一度に摂食できる個体は一つの群で1頭のみである．本研究では，このシステムにおいて飼養さ

れている肥育豚の摂食行動を解析した．【材料と方法】 Nedap社の「 Pig Performance Testing」（以下

PPT）において飼養管理されている肥育豚（ LWD，75～169日齢）2群（グループ１およびグループ２とす

る：各13頭と12頭）を使用した．試験を行なった89日間を第一期～第四期（それぞれ，導入から1～5日，29～

33日，57～61日，84～88日）に分け， PPT訪問のパターンおよび 訪問1回あたりの摂食量について検討し

た．【結果と考察】第一期には， PPT訪問全体の50％が8:00～17:00に観察された．第二期においては特に頻繁

に訪問している時間帯は見られなかったが，第三～四期においては再び8:00～17:00に訪問が多く観察でき

た．一方，個体ごとに検討すると，逆に全体の訪問が少ない時間帯に頻繁に訪問している個体も存在した． 

 

個々の PPT訪問について検討すると，第一～二期には1回の訪問で20～200 gあるいは600 g以上の摂食も比較的

多く観察されたのに対して，第三期以降は，1回の訪問で摂食する量は20 g未満あるいは400～600 gのいずれか

に集中していた．

 
 

9:50 AM - 10:00 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場)

画像情報を用いた黒毛和牛種の乗駕行動の検知に関する検討
*川野 百合子1、河田 宗士1、　沖本 祐典1、中野 鐵兵1,2、赤羽 誠1,2、近藤 育海3、山崎 稜汰3、日下 裕美3、坂口

実3、小川 哲司1 （1. 早大理工、2. 知能フレームワーク研、3. 北里大獣）

 
【目的】発情している牛に見られる典型的な行動である乗駕行動（スタンディングおよびマウンティング）を画

像から検知する方法について検討を行った．本報告では，複数の機械学習手法で乗駕行動検知モデルを構築
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し，その性能を比較した．【方法】少量の学習データでも頑健に高い検知性能を達成するため，特徴抽出器と識

別器を独立に構築する．特徴抽出器は大規模画像データを用いて構築した畳み込みニューラルネットワーク（

CNN）を少量の牛画像データを用いて fine-tuneして得た．この時，牛2頭が接近している領域を切り出して特徴

抽出器の入力とし，その中間層出力を特徴量として後段の識別器に入力する．平常時と乗駕行動の識別器とし

て，多層パーセプトロン（ MLP），サポートベクタマシン（ SVM）， k近傍法（ kNN）を構築し，識別性能を比

較した．12頭分の発情計17回分の映像から，平常画像200枚，乗駕画像200枚を学習に，それとは異なる平常画

像50枚，乗駕画像50枚を用いて評価した．また, 画像が暗く識別が難しいことが予想されるため, 特徴抽出器に入

れる前に色調補正を施した.【結果】学習に用いることができる画像の量が少量の場合，自由度の高い MLPは有効

でない一方， SVMや kNNは良好な性能を達成した．2頭の牛が接近している領域の切り出しが正確であれば，陽

性判定率0.92，感度0.98と高い検知性能が得られることがわかった．

 
 

10:00 AM - 10:10 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場)

連続的に測定されたホルスタイン心電図データの解析
*田島 淳史1,2、森山 雄斗1、岩根 栄司3、東谷 淳児4、山本 倫成2、秋葉 よしえ2、本間 毅2、浅野 敦之1,2 （1. 筑波

大生命環境、2. 筑波大・T-PIRC農場、3. emka TECHNOLOGIES 、4. テービック）

 
【目的】我々は，第125回畜産学会でホルスタインにおいて心電図(ECG)，血圧(BP)および尾根部皮膚温(ST)の同

時・連続測定が可能であることを報告した．本研究では繰り返し連続的に測定されたホルスタイン心電図データ

を解析することを目的とした．【方法】本研究には，筑波大学 T-PIRC農場で飼育されている6頭のホルスタイン

育成牛(雄4頭，雌2頭)を用いた．夕方の給餌後に emka社製の Pack4Gを装着し17:00から翌朝8：30まで計測し

た． ECGの電極は左尺骨上部および右肩甲骨背部に貼り付け，7時間以上に亘り ECGを継続的に測定できた42回

について解析した．【結果】6頭の供試牛から延べ1,895,160 回の心拍データを得た．このデータから心拍数(HR:

bpm)， S-電位(S-Amp: mV)および PT-間隔(PT: msec)を求めたところ， HRには個体差が認められた事に加え，夜

から朝にかけて徐々に低下する傾向が認められた． S-Ampには個体間差および個体内変動が認められたことに加

え，不定期間隔で30-60分に亘る一過性の S-Amp の低下が認められた． PTは，夜から朝にかけて徐々に延長する

傾向が認められたが，個体間差は認められなかった． 

以上の結果から， ECGデータの解析結果をパターン化することができれば，牛の生理状態を非侵襲的にリアルタ

イムで評価できる可能性が示された．

 
 

10:10 AM - 10:20 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場)

密閉縦型堆肥化装置で処理された豚ぷんの堆肥化および肥料調

製過程における臭気成分の変動
*小島 陽一郎1、松岡 英紀2、浅野 智孝2、見城 孝志2、中久保 亮3、石田 三佳3 （1. 農研機構中央農研、2. 朝日工

業、3. 農研機構畜産部門）

 
【背景】密閉縦型堆肥化装置は，主に中小家畜向けに普及しており，2週間程度の比較的短い期間で水分の低い堆

肥が生産できる．生産された堆肥は，普通肥料である混合堆肥複合肥料の原料にも利用されている．しかし，豚

ぷんを密閉縦型堆肥化装置で処理した後の堆肥は，独特の臭気が残存するが，豚ぷん堆肥およびそれを利用した

肥料の臭気に関する知見は少ない．そこで本研究では，密閉縦型堆肥化装置で生産された豚ふん堆肥の肥料調製

過程における臭気成分の変動を調査することを目的とした．【方法】混合堆肥複合肥料の原料供給している千葉

県の養豚農家で生産された堆肥について，4つの調製段階における試料を採取した．すなわち，①堆肥化前の生ふ

ん②密閉縦型堆肥化処理直後③農場内での最長2か月程度の1次貯留後④肥料工場搬入後1か月程度の2次貯留後で
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ある．それぞれのサンプルについて，試料中の悪臭原因物質濃度および30℃条件で試料から揮発した悪臭原因物

質濃度を測定した．【結果】密閉縦型堆肥化装置での平均処理日数は13.1日であり，排気温度から良好に堆肥化

されていた．堆肥化により硫黄系物質などはほとんど処理された一方，2次貯留後でも低級脂肪酸類やメチルメル

カプタンは，生ふん中濃度を100%とした場合20%以上が残存した．【謝辞】本研究は，農林水産省戦略的プロ

ジェクト「総合的な悪臭低減，臭気拡散防止技術の開発」により実施した．

 
 

10:20 AM - 10:30 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場)

畜産農場から離れた場所における臭気モニタリング手法の検討
*高柳 晃治1、齋藤 憲夫2、岩渕 守男3 （1. 栃木畜酪研セ、2. 栃木県芳賀農業振興事務所、3. 栃木県農業大学校）

 
【目的】畜産農場から１～2km離れた場所の住民が，農場あてに悪臭苦情を訴えるケースが散見される．そこで

畜産農場における臭気低減対策の一助とするため，畜産農場及びその周辺にニオイセンサを設置し，農場から離

れた場所における臭気のモニタリング手法の検討を行った．【方法】悪臭苦情を受けている畜産農場内及びその

周辺（ A～ D地点，農場からの距離300，500，900及び1800m）に臭気指数（相当値）が測定可能な畜環研式ニ

オイセンサ，ワイヤレスサーモレコーダ及び超音波風向風速システムを地上約1.5mの位置に設置し，臭気指数

（相当値），温度，湿度，風向及び風速の経時的変化を5日間連続調査で実施した．【結果・考察】農場以外の各

場所で臭気の急激な変動を捉えることに成功した．最も顕著な臭気指数（相当値）の変動を記録した C地点で

は，あまり臭気を感じない5から悪臭を強く感じる20以上まで数値の急上昇が観測された．また， C地点におい

て，臭気指数（相当値）と風向，風速の経時的変化の評価を実施したところ，農場とは異なる風向でも急激な臭

気の変動が確認されていた．また，その際の風速は0.5m/sの微弱な風であった．今回得られた知見を基に，畜産

農場周辺における臭気モニタリング手法を開発し，畜産農場周辺の臭気拡散状況を調査していく．

 
 

10:30 AM - 10:40 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場)

飼料タンパク質の給与水準の違いが泌乳牛のふん尿貯留中の温

室効果ガス発生に及ぼす効果
*野中 最子1、大谷 文博1、樋口 浩二1、長田 隆1、春野 篤2、坂元 康晃2、藤條 武司2 （1. 農研機構畜産部門、2. 味

の素）

 
【目的】乳牛の排せつ物を起源とする温室効果ガス排出を抑制することを目的とし，泌乳牛に低タンパク質飼料

を給与し，ふん尿スラリー貯留から発生する温室効果ガスへの影響を検討した．【方法】ホルスタイン種泌乳牛

4頭を供試し， TDN要求量を充足するように標準タンパク質（ CP）飼料（標準区： CP16.4%），または，バイ

パスリジンを添加した低 CP飼料（低 CP区： CP12.9%）をクロスオーバー法により給与し，排せつふん尿を採取

した．それらのふん尿を温度25℃，相対湿度70%の恒温室内に設置した2台の200Lスラリー貯留装置に，50

kg/2頭/区ずつ投入した．2週間後にさらに50kgずつ投入し（総量100kg/タンク），タンク貯留中に発生する NH

3， N2O， CH4ガスを，36日間にわたり連続測定した．また，各投入時および試験終了時にスラリー中の汚濁物

質濃度を分析した．【結果】タンクに投入された総窒素量は標準区541g，低 CP区405gであり，給与 CP水準を

反映していた．36日間の NH3-N発生量は標準区2.5g，低 CP区1.6g， N2O-N発生量は標準区0.043g，低 CP区

0.002gと，低 CP区で低下した．一方， CH4発生量は標準区5.1g，低 CP区3.7gと低 CP区で低い数値であった

が，その発生量は一般的な数値と比較して非常に小さかったため，処理間差はないと考えられた．
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10:40 AM - 10:50 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場)

バイオガス中の硫化水素を酸化する細菌について
*岡本 英竜1、小島 栄美1 （1. 酪農大農食環境）

 
【目的】バイオガスをエネルギー利用する際，バイオガス中の硫化水素は燃焼時に亜硫酸ガスとなり，燃焼機器

を腐食するため脱硫する必要がある．脱硫方法については微生物による生物脱硫が実用化されているが，その詳

細な情報は十分ではないことから，硫黄酸化細菌を調査対象とした．【方法】バイオガス脱硫において析出した

硫黄を採取し，培養と分子生態（ PCR-DGGE：16S-rDNA）を試みた．【結果】気相を生物脱硫環境のガスを導

通した培養においてのみコロニー形成が認められ，Sulfurimonas denitrificans選択培地上に出現した細菌は，

Halothiobacillus neopolitanus (98%:1409/1436) に高い相同性であった．硫黄粒子試料からの PCR-DGGEで

も，Halothiobacillus neopolitanus (100%:160/160)の DNAバンドが検出された．

 
 

10:50 AM - 11:00 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場)

サシバエ天敵寄生蜂の国内初発見とその意義
*松尾 和典1 （1. 九大院比文）

 
【目的】サシバエ防除のさらなる一手として，天敵を用いた防除法，生物的防除の可能性を検討している．本研

究では，サシバエにはどのような天敵寄生蜂がいるのか，種構成の解明を試みた．【方法】2018年と

2019年，福岡県内2か所の牛舎において，堆肥内のサシバエ蛹を採集した．得られた蛹は研究室に持ち帰り，個

別飼育した．羽化した寄生蜂を顕微鏡で観察し，種の同定を試みた．【結果と考察】2種のコガネコバチ科寄生蜂

Spalangia cameroniとS. endiusがサシバエ蛹から羽化してきた．前者は国内初発見の種であった．どちらもサシ

バエの主要天敵として記録されている種であるが，とくにS. cameroniは欧米諸国でサシバエ防除資材として販売

されている種である．今回の発見は，国内で生物的防除を推進する上で，非常に重要な知見と位置づけられ

る．寄生蜂を用いた生物的防除は，既存の防除体系と併用可能であり，また，大型設備投資の必要がないことか

ら，普及の面でも有望な手法である．今後，これらの天敵寄生蜂の分布や生態的特性など，活用に向けた研究を

進めたい．

 
 

11:00 AM - 11:10 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場)

泌乳牛への乳房炎ワクチン投与による乳汁中生菌数および体細

胞数の推移
*北野 菜奈1、網本 光希2、栗木 健3、江口 佳子4、高橋 俊彦1 （1. 酪農大、2. 広島大、3. 共立製薬、4. 共立製薬現

（現：イプラ・ジャパン合同会社））

 
【目的】　2016年に日本で初めて乳房炎ワクチンの販売が開始された．このワクチンは黄色ブドウ球菌，大腸菌

群，コアグラーゼ陰性ブドウ球菌による臨床型乳房炎の臨床症状を軽減させる．用法は，健康な妊娠牛の分娩予

定日の45日前（±4日），10日前（±4日）および分娩予定日の52日後（±4日）の計3回注射する．本ワクチンは

乾乳期と分娩後に使用する製品である．今回，本研究では用法と異なる，泌乳期にワクチンを投与することで得

られる効果について乳汁中生菌数および体細胞数を測定し検証した．【方法】　酪農学園大学付属農場で飼養さ

れる泌乳牛5頭（18分房）にワクチンを投与し，乳汁中の生菌数および体細胞数の測定と菌種の同定を常法に

従って実施した．1回目の乳房炎ワクチン接種日を0週，2回目接種日を5週後に行った．乳汁は0-5周まで1週間

隔，7-17週まで2週間隔に採取した．【結果と考察】　乳汁中生菌数において，1万 cfu/ml以上と3万 cfu/ml以上

を比較し分房数は1万以下が多い傾向を示した．乳汁中体細胞数において10万 cell/ml以上と以下を比較し10万
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cell/ml以下の分房数が多い傾向を示した． 

0週時に大腸菌性乳房炎発症牛が1頭おり，試験期間中大腸菌群が検出された．しかし，生菌数および体細胞数に

変化はなかったため，泌乳期にワクチンを投与することで乳房炎重篤化を防ぐことに寄与できたと思われた．

 
 

11:10 AM - 11:20 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場)

肥育豚に対する投薬治療を伴う異常事態を早期に予測するため

の指標の探査
*佐々木 羊介1、松尾 崚平1、末吉 益雄1 （1. 宮崎大農）

 
【目的】養豚生産農場における生産性向上のためには，高い衛生状態を保ち，疾病の発生を防除すること，そし

て，疾病が発生した際にはその発生を早期に検出し，対策することが必須である．肥育豚は多頭数の群で飼育さ

れているため，疾病発生などの異常があった場合には，群全体への投薬治療が行われる．そこで，本研究で

は，養豚肥育農場において得られる様々な生産データを用いて，肥育豚に対する投薬治療を伴う異常事態を早期

に予測するための指標を探査することを目的とした．【方法】本調査は南九州に所在するバークシャー種飼養の

大規模肥育農場1農場を対象とした．2017-2018年に肥育舎に導入された肥育豚の群情報88群の群成績を分析に

用いた．各群は100日齢前後で導入され，飼養頭数は500-600頭であった．【結果】調査期間において，投薬治

療の実施日における死亡頭数は，それ以外の日よりも0.11頭多かった（ P<0.05）．しかし，死亡頭数は投薬治療

の実施の3日前より多くなっており，実際の投薬治療は死亡頭数の増加後に行われていた．また，豚舎内における

最高・最低気温および日内気温差は死亡頭数と関連がみられなかった．一方，各群における日々の飼料摂取量と

死亡頭数の関連性の分析より，肥育豚の死亡が発生した日は飼料摂取量の前日比が約2%低下しており，日々の飼

料摂取量を投薬治療の基準として使用できる可能性が示唆された．

 
 

11:20 AM - 11:30 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:30 AM  第IV会場)

アメリカミズアブの幼虫による家庭系食品廃棄物の処理及び残

渣の肥料的価値について
*川崎 稔弥1、川﨑 淨教1、松本 由樹1、矢野 公伸1 （1. 香川大農）

 
【背景】近年，家畜排泄物や食品廃棄物をアメリカミズアブ（以下，ミズアブ）に摂食させ，虫体を飼料源，処

理残渣を肥料として利用する研究が報告されている．本研究では，残渣の化学的・生物学的特徴からミズアブに

よる処理が適切であるか調査し，さらに家畜糞堆肥と比較し肥料としての有用性を検討した．【方法】家庭系食

品廃棄物を再現した廃棄物を幼虫に1g/1頭量で15日間処理させた．残渣は処理後に虫体を除去し残ったものと

し，公定法に従い各試料の成分分析及び菌叢解析を行った．【結果・考察】残渣は廃棄物と比べ水分率及び全炭

素率が低かった．全窒素率には有意差はみられなかったが，無機態窒素率，特にアンモニア態窒素率が高

かった．さらに，処理前後で菌叢に量的・構成的な違いがみられ，独自の菌叢をもつと示唆された．これらのこ

とから廃棄物中の有機物がミズアブ及び処理槽中の微生物の働きにより無機化されたと考えられた．また，廃棄

物中にみられた大腸菌が残渣では確認されなかった．一方，家畜糞堆肥と比べると残渣は全炭素率が高く，無機

態窒素率が低かった．特に，硝酸態窒素率はアンモニア態窒素率に比べ低かった．さらに，占有菌種も異なり多

様性も低かった．以上のことから，ミズアブによる処理で廃棄物は二次利用しやすくなるが，堆肥化に比べると

不十分な処理であるため，肥料利用する場合は，処理方法の見直しや二次処理が必要であると考えられた．
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口頭発表 | 4. 形態・生理

形態・生理
座長:本田 和久(神戸大院農)、奈良 英利(石巻専修大)、村井 篤嗣(名大院生命農)
Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:10 AM  第V会場 (６番講義室)

V-19-01～V-19-04：本田 和久 

V-19-05～V-19-07：奈良 英利 

V-19-08～V-19-10：村井 篤嗣
 

 
ウシのルーメン上皮組織における未分化細胞群の探索 
*水谷 吏絵1 （1. 北大院農） 

 9:30 AM -  9:40 AM   

離乳直後の腸内の免疫・微生物環境形成に及ぼすパイエル板の役割 
*新實 香奈枝1、宇佐美 克紀1、古川 睦実1、馬場 柚里1、山内 清哉1、渡邊 康一1、麻生 久1、野地 智

法1 （1. 東北大院農） 

 9:40 AM -  9:50 AM   

マウス腸管組織におけるエンドサイトーシス関連タンパク質遺伝子の発現 
*安藤 真由美1、相澤 修1、山室 裕1 （1. 日大院生資科） 

 9:50 AM - 10:00 AM   

カーフスターターへのクラフトパルプ配合が子牛のグルカゴン様ペプチド
2分泌に及ぼす影響 
*稲生 雄大1、黒須 一博2、安川 結夏子3、蓮沼 俊哉4、飯島 乃莉美5、布野 秀忠6、西村 慶子7、櫛引

史郎8、川嶋 賢二9、小櫃 剛人1、杉野 利久1 （1. 広島大院生物圏、2. 日本製紙総合研、3. 埼玉農技

研、4. 富山畜研、5. 山梨酪技セ、6. 島根畜技セ、7. 宮崎畜試、8. 農研機構畜産部門、9. 千葉畜総

研） 

10:00 AM - 10:10 AM   

マウスの系統間における筋幹細胞の機能的不均一性の検証 
*鈴木 貴弘1、西 百合子1、有松 里央1、小林 謙1、西邑 隆徳1 （1. 北大院農） 

10:10 AM - 10:20 AM   

筋線維型間で DNAメチル化率の異なる遺伝子群の遺伝子オントロジー解析 
*大江 美香1、尾嶋 孝一1、室谷 進1 （1. 農研機構畜産部門） 

10:20 AM - 10:30 AM   

放牧飼養する日本短角種の大腿二頭筋における筋線維内脂肪滴蓄積関連因子
の検索 
*野原 香菜1、小笠原 英毅1、田中 南帆1、高橋 辰行1、黒瀬 陽平1、寳示戸 雅之1 （1. 北里大獣） 

10:30 AM - 10:40 AM   

青色照明の半日点灯がブロイラーの摂食量及び間脳・肝臓・骨格筋における
種々の遺伝子発現に及ぼす影響 
*本田 和久1、平本 大地1、近藤 真1、實安 隆興1、上曽山 博1 （1. 神戸大院農） 

10:40 AM - 10:50 AM   

自然日長シミュレーションを用いた情動行動や遺伝子発現の季節変動解析 
*柴田 健児1、古瀬 充宏1、安尾 しのぶ1、大坪 駿1、谷口 栄望1、服部 歩実1 （1. 九大院生資環） 

10:50 AM - 11:00 AM   

鶏の暑熱環境下における行動および体温変化の系統間比較 
*大内 義光1、廣田 高至1、網本 光希1、豊後 貴嗣1 （1. 広島大院統合生命） 

11:00 AM - 11:10 AM   
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9:30 AM - 9:40 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:10 AM  第V会場)

ウシのルーメン上皮組織における未分化細胞群の探索
*水谷 吏絵1 （1. 北大院農）

 
動物組織の発達には組織幹細胞が必要なことから離乳前後の子ウシの急速なルーメン発達でも組織幹細胞の関与

が予想される．ルーメン上皮と同様に重層扁平上皮である食道上皮では基底層に組織幹細胞が存在し，組織の機

能形態を担う分化細胞を供給する．組織構造の類似性からルーメン組織でも基底層での幹細胞様の未分化細胞群

の存在が予想される．従って本研究では，ルーメン上皮組織での未分化細胞の探索と組織発達への関与を検討し

た． 

　離乳前の4週齢，離乳後の13週齢及び40週齢のホルスタイン種牛よりルーメン組織を採材した．定量的 PCR及

びイムノブロットにより食道幹細胞マーカー（CD73， SOX2， TP63， ITGB1， ITGB4， ITGA6，及びCSPG4
）の遺伝子発現を検討し，各週齢での発現量を定量した．また，未分化細胞マーカー SOX2， ITGA6，

ITGB4，及び CD73，細胞増殖マーカー KI67のルーメン組織内分布を免疫染色法により検討した． 

　ルーメン組織において検討した全ての食道幹細胞マーカーの遺伝子発現を確認した．これらの食道幹細胞

マーカーの遺伝子発現量は全て4週齢と比較して13週齢で低下していた．幹細胞マーカーと増殖マーカーのルーメ

ン組織内分布を検討した結果，全ての週齢で SOX2と KI67が基底層で発現した．以上より，ウシのルーメン上皮

基底層に未分化細胞群が存在し，ルーメン発達に関与する可能性が示された．

 
 

9:40 AM - 9:50 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:10 AM  第V会場)

離乳直後の腸内の免疫・微生物環境形成に及ぼすパイエル板の役

割
*新實 香奈枝1、宇佐美 克紀1、古川 睦実1、馬場 柚里1、山内 清哉1、渡邊 康一1、麻生 久1、野地 智法1 （1. 東北

大院農）

 
【目的】離乳直後の腸内の免疫・微生物環境は極めて不安定であることから，免疫グロブリン（ Ig） Aや腸内微

生物叢を速やかに発現・発達させるための飼養環境を構築することは重要である．しかしながら，腸内の免

疫・微生物環境の発達機序は完全には理解されておらず，本研究では，離乳後から成体へと発育する過程で，腸

内の免疫・微生物叢環境が形成される際のパイエル板（ PP）の役割を明らかにすることを目的とした．【方

法】抗 IL-7Rα抗体を投与した母体より出生した PP欠損マウスと PP正常マウスより，離乳直後（3週齢）から

11週齢までの間，糞便と腸管組織を採取し，糞便内の IgA量および腸内の IgA産生細胞数を比較した．また，腸内

の微生物に結合性を有する糞便中の IgA量を定量すべく， IgA-微生物複合体の数を両マウス間で比較した．【結

果】 PP欠損マウスでは， PP正常マウスと比較し，離乳直後（3～5週齢）の糞便中の IgA量および腸内の IgA産生

細胞数が極めて低値であった． IgA-微生物複合体は，離乳直後の PP欠損マウスでは少数しか確認されな

かった．しかしながら，糞便中の IgA量，腸内の IgA産生細胞数および， IgA-微生物複合体数は，11週齢になると

PP欠損マウスにおいても PP正常マウスと同定度認められた．【考察】離乳直後の腸管で産生される PP依存的

IgAは，腸内環境の形成に深く関与する可能性が示唆された．

 
 

9:50 AM - 10:00 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:10 AM  第V会場)

マウス腸管組織におけるエンドサイトーシス関連タンパク質遺伝

子の発現
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*安藤 真由美1、相澤 修1、山室 裕1 （1. 日大院生資科）

 
【目的】エクソソームは様々な細胞から分泌される脂質二重層に包まれた膜小胞であり，その内部には合成した

細胞由来のタンパク質や核酸分子を含んでいる．我々は，ウシ乳汁に由来するエクソソームがラット小腸上皮細

胞株 IEC-6に取り込まれることを見出し，第124回大会にて報告した．このことから，経口的に摂取されたエクソ

ソームは，腸管組織を経由してエンドサイトーシス経路により生体内へと取り込まれることが示唆される．本研

究では，マウス腸管組織におけるエンドサイトーシス関連タンパク質遺伝子の発現を解析した．【方法】7週齢

C57BL/6Jマウスから小腸ならびに大腸を採取した．また，小腸は3等分し，胃に近い領域から十二指腸，空腸な

らびに回腸とした．その後，各領域におけるエンドサイトーシス関連タンパク質をコードするRac1，Pak1，Cltc
，Cav1，RhoaならびにFlot1遺伝子の発現を RT-qPCR法により測定した．【結果】測定した全ての遺伝子に関し

て小腸上部と比較して下部においてその発現量が高くなることが明らかとなった．また，Cav1遺伝子に関して

は，小腸と比較して大腸において高レベルの発現が認められた．【結論】経口的に摂取されたエクソソーム

は，主に小腸組織の下部において活発に取り込まれる可能性が示唆された．

 
 

10:00 AM - 10:10 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:10 AM  第V会場)

カーフスターターへのクラフトパルプ配合が子牛のグルカゴン様

ペプチド2分泌に及ぼす影響
*稲生 雄大1、黒須 一博2、安川 結夏子3、蓮沼 俊哉4、飯島 乃莉美5、布野 秀忠6、西村 慶子7、櫛引 史郎8、川嶋

賢二9、小櫃 剛人1、杉野 利久1 （1. 広島大院生物圏、2. 日本製紙総合研、3. 埼玉農技研、4. 富山畜研、5. 山梨酪

技セ、6. 島根畜技セ、7. 宮崎畜試、8. 農研機構畜産部門、9. 千葉畜総研）

 
【目的】消化管上皮発達を促進させるグルカゴン様ペプチド2（ GLP-2）は，可消化繊維摂取により分泌が促進さ

れる．本試験は，可消化繊維含量の高いクラフトパルプ（ KP）のカーフスターター（ CS）への配合が，血漿

GLP-2濃度に及ぼす影響を検討した．【方法】ホルスタイン雌子牛25頭を供試し，代用乳を1日2回等分給与

し，７週齢で離乳させた． KPを乾物中0%（ CON区）あるいは12.3%（ KP区）含む CSを１週齢時から自由採食

させる２処理区を設けた．乾草は1週齢から自由採食させた． CON区および KP区の CS中 NDF含量はそれぞれ

16.4および 22.6 %となるように原料を調整した．4，14，21，35，49，70および91日齢に採血し，血漿 GLP-

2濃度を測定した．【結果】代用乳および CSの乾物摂取量（ DMI）は処理区間に差は見られなかったが， 乾草の

DMIは KP区で CON区と比較し低く推移した．一方で， NDF摂取量は56日齢から84日齢にかけて， KP区が

CON区と比較し高値を示した．体重および日増体は処理区間に差は見られなかった．血漿 GLP-2濃度は， KP区が

CON区と比較し高値を示した．これらのことから， CSへの KP配合は， NDF摂取量を増加させ，これが GLP-2分

泌を促進させる可能性が示された．

 
 

10:10 AM - 10:20 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:10 AM  第V会場)

マウスの系統間における筋幹細胞の機能的不均一性の検証
*鈴木 貴弘1、西 百合子1、有松 里央1、小林 謙1、西邑 隆徳1 （1. 北大院農）

 
【目的】マウスには様々な系統が作出されており，同種であるが成熟個体における骨格筋量や筋再生能力に差が

生じることが報告されている．その原因として，筋幹細胞（衛星細胞）の挙動が系統間において不均一性を示す

可能性を考えた．そこで，系統間での衛星細胞の筋分化および再生能力を比較し，それぞれの特性を捉えること

を目的とした．【方法】 ICR， C57BL/6（ B6）および BALB/c（ C）の同齢成熟雄個体より衛星細胞をそれぞれ

単離し，新生筋線維（筋管）の形成誘導過程における筋分化マーカーの発現パターンおよび筋管融合率を調べ
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た．続いて，後肢に筋損傷を与え，再生過程における筋組織の形態と筋再生マーカーの発現様相を観察した．さ

らに，系統間の表現型の差異に関連する要因探索を，筋線維型および非筋系譜マーカーの発現パターンから検証

した．【結果】全ての系統で筋管の形成が認められたが， B6， Cおよび ICRの順で筋分化マーカーの発現レベル

および融合率が高かった．筋再生マーカーも全系統で発現したが， Cでは筋線維以外の形態を示した細胞の浸潤

が認められた．なお， ICR由来の衛星細胞では脂肪への分化を促す PDGFRαが， Cで形成された筋管では速筋型

マーカーの発現量が，それぞれ他の系統よりも高かった．以上より，系統間における衛星細胞の機能的不均一性

が認められ， B6は筋肥大や再性能力に優れた衛星細胞を保有することが示唆された．

 
 

10:20 AM - 10:30 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:10 AM  第V会場)

筋線維型間で DNAメチル化率の異なる遺伝子群の遺伝子オント

ロジー解析
*大江 美香1、尾嶋 孝一1、室谷 進1 （1. 農研機構畜産部門）

 
【目的】骨格筋は２種類の筋線維（速筋型および遅筋型）が混在する組織である． DNAの CpG配列のシトシン塩

基のメチル化は遺伝子発現制御機構の一つであるが，骨格筋の筋線維型に特異的な遺伝子発現と CpGメチル化と

の関係は不明である．本研究では，遺伝子オントロジー(GO)解析により，筋線維型特異的にメチル化を受けてい

る遺伝子群の特徴を明らかにすることを目的とした．【方法】6-8週齢のマウス長趾伸筋およびヒラメ筋から，各

型の筋線維を採取した後，ゲノム DNAおよび RNAを調製し，メチル化解析およびマイクロアレイ解析を

行った．メチル化率と mRNA発現量の両方に筋線維型間で差がある遺伝子を抽出し， DAVID Ver6.8により GO解

析を行った．【結果】遅筋型筋線維では，Tnni2およびTpm1などアクチン結合タンパク質遺伝子のプロ

モーターや，神経発達関連遺伝子の gene bodyが高度にメチル化されていた．一方，速筋型筋線維では，プロ

モーターが高度にメチル化された遺伝子群で有意な GO用語は検出されず，Col4a2など細胞外マトリックス関連

遺伝子や，Prkcaなどタンパク質リン酸化関連遺伝子の gene bodyが高度にメチル化されていた．以上の結果よ

り，速筋型では，遅筋型より gene bodyのメチル化の影響を受ける遺伝子が多い可能性が示唆された．

 
 

10:30 AM - 10:40 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:10 AM  第V会場)

放牧飼養する日本短角種の大腿二頭筋における筋線維内脂肪滴蓄

積関連因子の検索
*野原 香菜1、小笠原 英毅1、田中 南帆1、高橋 辰行1、黒瀬 陽平1、寳示戸 雅之1 （1. 北里大獣）

 
【目的】大腿二頭筋は運動時に収縮刺激が増加する中遠位部と姿勢保持など常時収縮刺激が起こる近位部に大別

される．我々はこれまで放牧飼養で中遠位部および近位部で脂肪滴含有筋線維の構成割合および短径が増加する

こと，その結果，放牧飼養が大腿二頭筋全体の産肉性を高めることを報告した．しかしながら，筋線維内脂肪滴

蓄積に直接的に関与する因子は明らかになっていない．本研究では大腿二頭筋中遠位部および近位部における筋

形成因子および脂質関連因子の発現を解析し，筋線維内脂肪滴蓄積に関与する因子を明らかにすることを目的と

した．【方法】日本短角種去勢雄（約17ヶ月齢）を用いて，放牧区および舎飼区を設置した（各4頭）．放牧区は

放牧草を自由採食，舎飼区は直刈り青草を飽食給与した．放牧開始前（5月と中期（8月）に大腿二頭筋近位

部，中遠位部をバイオプシー法で採取し， q-PCR法により，筋形成因子(MyoD,myogenin,Myostatin)および脂質

関連因子（ CD36,DGAT1,DGAT2,FASN,GLUT4）の mRNA発現解析を行った．【結果】筋分化抑制因子である

myostatinは両部位の放牧区の8月で減少し，近位部では舎飼区でも減少した．脂質関連因子では DGAT1および

2が近位部の8月で増加した．以上より，これら3因子が放牧飼養の筋線維内脂肪滴蓄積に関与する可能性が示唆さ

れた．
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10:40 AM - 10:50 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:10 AM  第V会場)

青色照明の半日点灯がブロイラーの摂食量及び間脳・肝臓・骨格

筋における種々の遺伝子発現に及ぼす影響
*本田 和久1、平本 大地1、近藤 真1、實安 隆興1、上曽山 博1 （1. 神戸大院農）

 
【目的】現代のブロイラーは，暗期の導入による摂食時間の減少等を避ける目的で，終日点灯に近い条件下で飼

育されているが，その一方で概日リズムの乱れや休息時間の不足が懸念されている．我々は，ブロイラーにおい

ては，夜間の照明色を青色に変更することによって，時計遺伝子発現の概日リズムが形成されること，及び行動

が鎮静化することを報告している．本研究では，青色照明の半日点灯がブロイラーの摂食量，及び間脳・肝

臓・骨格筋における種々の遺伝子発現の経時変化に及ぼす影響を調べた．【方法】1日齢のブロイラー雄ヒナを

3群に分け，終日白色照明点灯（白群），12時間白色照明点灯12時間消灯（白黒群），或いは12時間白色照明点

灯12時間青色照明点灯（白青群）の何れかの条件下で飼育し，6日齢から24時間に渡り，摂食量，及び間脳，肝

臓，並びに大腿二頭筋における種々の遺伝子の mRNA量の経時変化を調べた．【結果】白黒群では照明点灯時の

み摂食行動が見られたが，その他の群では終日摂食行動が見られた．白青群と白黒群は調べた全ての臓器・組織

において，同様の時計遺伝子発現の変動を示した．白黒群における肝臓 CPT1Aの遺伝子発現変動は，その他の群

とは異なるものであった．これらの結果から，時計遺伝子発現の概日リズム形成には照明色が，栄養代謝関連遺

伝子発現の概日リズム形成には摂食量が，それぞれ影響することが示唆された．

 
 

10:50 AM - 11:00 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:10 AM  第V会場)

自然日長シミュレーションを用いた情動行動や遺伝子発現の季節

変動解析
*柴田 健児1、古瀬 充宏1、安尾 しのぶ1、大坪 駿1、谷口 栄望1、服部 歩実1 （1. 九大院生資環）

 
動物の生理や行動には季節変動があり，生理・行動欲求に合わせた飼養管理のためにはそれらの季節変動パ

ターンを理解する必要がある．季節の変化は主に日長を介して動物の生理や行動を調節するが，多くの研究では

固定日長条件（長日や短日）が用いられており，自然日長の影響はほとんど知られていない．ヒトでは日長の変

遷時期である春において情動が不安定になることが知られており，自然日長条件での行動解析は精神医学的にも

重要である．本研究では1年の自然日長を1/3に圧縮した日長シミュレーション条件において，マウスにおける情

動行動や関連遺伝子の発現を解析した．常時12L12Dで飼育した動物を対照群とした．自然日長シミュレーション

下の3，5，6，9，11，12月にあたる時点でオープンフィールド試験を行った結果，開始15分以降の移動距離

（環境馴化の脆弱性）が5月に多く9月に少ないという季節変動を示した．またホールボード試験では3月と9月に

中央滞在時間（抗不安/躁様行動）が多かった．3，6，9，12月の時点で海馬における情動関連遺伝子の発現を解

析した結果，5-HT1Aの発現が9月に減少すること，Drd2の発現が3月に増加することが明らかとなった．本研究

により，春（3月および5月）や秋（9月）という日長の変遷時期において，特徴的な情動行動変化や脳内セロトニ

ンおよびドーパミン系の変化が見られることが示唆された．

 
 

11:00 AM - 11:10 AM  (Thu. Sep 19, 2019 9:30 AM - 11:10 AM  第V会場)
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鶏の暑熱環境下における行動および体温変化の系統間比較
*大内 義光1、廣田 高至1、網本 光希1、豊後 貴嗣1 （1. 広島大院統合生命）

 
【目的】本研究では，鶏の暑熱環境下での体温調節行動および体温変化を調査するとともに，系統間比較をおこ

なった．【方法】供試動物は，ロードアイランドおよび三重地鶏とし，対照鶏として肉用鶏（チャンキー）を用

いた．暑熱負荷として温熱チャンバー（40℃）に15分間曝露し，その間に体温調節行動である開翼姿勢（顕熱放

散）およびパンティング（潜熱放散）の開始時間を記録した．暑熱曝露前後での直腸温および体表面温度（翼下

および趾骨基部）を測定し，深部体温から体表面温度への温度勾配（ Tc-s）を算出した．【結果】三重地鶏は肉用

鶏より開翼姿勢およびパンティング行動の開始時間が早かった．直腸温，体表面温度および Tc-sに差は認められな

かった．ロードアイランドレッドと比較した場合，三重地鶏は趾骨基部温の上昇の度合いは大きく， Tc-sは小さ

かった．また，開翼姿勢およびパンティング開始時間は早い結果となった．以上のことから，三重地鶏の暑熱環

境に対する反応性はロードアイランドレッドおよび肉用鶏と比較し高いことが示唆された．


